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は
じ
め
に

洋
画
家
本
多
錦
吉
郎
（
一
八
五
一
～
一
九
二
一
）
が
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

四
月
に
開
幕
し
た
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
褒
状
を
得
た
《
羽
衣
天
女
》（
兵
庫

県
立
美
術
館
、
図
①
）
に
つ
い
て
は
、
前
稿

一
で
再
検
討
し
た
狩
野
芳
崖
に
よ
る
天

人
図
画
稿
と
と
も
に
、
旧
稿

二
で
も
既
に
論
じ
て
い
る
。
本
稿
で
は
旧
稿
の
不
備
を

補
う
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て
こ
の
作
品
の

持
つ
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
な
お
、本
稿
の
議
論
の
一
部
は
旧
稿
と
重
複
す
る
。

一
、
欧
化
主
義
、
国
粋
主
義
と
西
洋
画
法
の
浮
沈

広
島
藩
士
の
長
男
で
あ
っ
た
本
多
錦
吉
郎
は
、
わ
ず
か
八
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、

十
四
歳
で
第
二
次
長
州
征
伐
に
従
軍
し
た
後
、
藩
校
洋
学
所
で
洋
式
兵
学
と
英
学

を
学
び
、
十
九
歳
で
藩
校
の
洋
学
助
教
授
と
な
る
も
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県

で
禄
を
失
う
。
こ
れ
を
機
に
上
京
し
、
慶
應
義
塾
で
一
年
間
英
学
を
修
め
た
後
、

工
部
省
測
量
見
習
と
な
る
が
、
お
雇
教
師
の
勧
め
で
画
学
に
転
じ
、
高
橋
由
一

（
一
八
二
八
～
一
八
九
四
）
に
油
画
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
円
山
派
の
川
端
玉
章

（
一
八
四
二
～
一
九
一
三
）
の
門
下
と
な
る
。
そ
の
後
明
治
八
年
晩
秋
に
は
、
国
沢

新
九
郎
（
一
八
四
八
～
一
八
七
七
）
が
開
設
し
た
ば
か
り
の
洋
画
塾
彰
技
堂
に
入

門
す
る
。
国
沢
は
佐
賀
藩
の
留
学
生
と
し
て
政
治
・
法
律
を
学
ぶ
た
め
に
送
り
込

ま
れ
た
先
の
英
国
で
画
学
に
転
じ
た
新
帰
朝
者
で
あ
っ
た
。
折
し
も
、
官
民
上
げ

て
欧
化
主
義
が
高
揚
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
東
京
の
洋
画
塾
と
し
て
は
、
幕
末
に
蕃
書
調
所
で
洋
画
研
究
を
行
っ

た
川
上
冬
崖（
一
八
二
八
～
一
八
八
一
）が
明
治
二
年
に
設
立
し
た
聴
香
読
画
館
と
、

高
橋
由
一
が
明
治
六
年
に
創
設
し
た
天
絵
楼
が
既
に
あ
り
、
写
真
家
横
山
松
三
郎

（
一
八
三
八
～
一
八
八
四
）
も
自
ら
の
写
真
館
通
天
楼
に
洋
画
塾
を
併
設
し
て
い
た

が
、
彰
技
堂
の
国
沢
は
西
欧
で
西
洋
画
法
を
学
ん
で
帰
国
し
た
最
初
の
画
家
で
あ

り
、
英
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
書
籍
や
教
材
を
用
い
て
本
格
的
な
西
洋
式
の
美
術
教

育
を
目
指
し
た
最
初
の
洋
画
教
師
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
国
沢
の
下
、
既
に
英
学
の

心
得
の
あ
っ
た
本
多
は
塾
頭
と
し
て
信
任
を
得
て
、
明
治
十
年
三
月
に
国
沢
が
結

核
で
夭
逝
す
る
に
際
し
て
は
彰
技
堂
の
後
事
を
託
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
民
間
の
洋
画
塾
に
加
え
て
、
明
治
九
年
十
一
月
に
は
工
部
大
学
校
の

付
属
機
関
と
し
て
工
部
美
術
学
校
が
開
校
し
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
招
聘
し
た
教
師
に

よ
る
西
欧
流
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
絵
画
・
彫
刻
教
育
が
開
始
さ
れ
、
冬
崖
門
下
で
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は
小
山
正
太
郎
（
一
八
五
七
～
一
九
一
六
）、国
沢
門
下
か
ら
は
浅
井
忠
（
一
八
五
六

～
一
九
〇
七
）
ら
が
第
一
期
生
と
し
て
入
学
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
彼
ら
学
生
の

信
頼
の
篤
か
っ
た
画
学
科
の
初
代
教
授
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
（A

ntonio Fontanesi, 

1818-1882

）
は
、
西
南
戦
争
後
の
財
政
逼
迫
に
よ
る
教
育
環
境
の
劣
化
と
自
身
の

健
康
問
題
の
た
め
、
わ
ず
か
二
年
で
離
職
し
帰
国
し
て
お
り
、
後
任
教
授
フ
ェ
レ
ッ

テ
ィ
（Prosperro Ferretti, 1836-1893

）
の
指
導
力
を
不
満
と
す
る
浅
井
、
小

山
ら
十
一
名
は
連
袂
退
学
し
、
明
治
十
一
年
十
一
月
に
十
一
会
を
結
成
し
て
い
る
。

他
方
こ
の
頃
か
ら
、
欧
化
政
策
に
対
す
る
反
動
と
し
て
国
粋
主
義
が
台
頭
し
始

め
る
。
書
画
の
領
域
で
こ
れ
を
主
導
し
た
の
は
、
内
務
・
大
蔵
官
僚
が
中
心
と
な
っ

て
明
治
十
二
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
龍
池
会
で
あ
り
、
そ
の
代
弁
者
と
な
っ
た
の

が
明
治
十
一
年
八
月
に
東
京
大
学
の
お
雇
い
外
国
人
教
師
と
し
て
来
日
し
た
フ
ェ

ノ
ロ
サ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
十
三
年
年
四
月
に
内
務
省
博
物
局
に
よ
っ
て
初

回
が
開
催
さ
れ
た
観
古
美
術
会
は
、「
美
術
」
の
語
を
冠
し
た
最
初
の
公
的
催
事
で

あ
っ
た
が
、
翌
年
五
月
の
第
二
回
か
ら
は
龍
池
会
の
主
催
と
な
り
、
同
年
三
月
の

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
美
術
関
連
の
審
査
も
龍
池
会
が
主
導
し
て
い
る
。
た

だ
し
こ
の
博
覧
会
に
際
し
て
は
、
在
来
の
伝
統
諸
画
派
は
洋
画
に
比
し
て
低
調
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
危
機
感
を
覚
え
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
伝
統
諸
画
派
の
奮
起
を
促
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
国
粋
主
義
陣
営
の
活
動
は
、
明
治
十
五
年
に
至
っ
て
明
確
に
洋
画
排

斥
の
形
を
取
り
始
め
、
西
洋
画
を
め
ぐ
る
状
況
は
一
気
に
険
し
さ
を
増
し
て
ゆ

く
。
中
で
も
明
治
十
五
年
の
四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
観
古
美
術
会
の
一
環
と

し
て
五
月
一
四
日
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
行
っ
た
講
演
は
、
同
年
十
一
月
に
『
美
術
真

説
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
で
は
強
い
調
子
で
洋
画
の
排
斥

が
訴
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
こ
の
年
の
十
～
十
一
月
に
農

商
務
省
が
開
催
し
た
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
は
、
洋
画
の
出
品
を
拒
絶
し
て
い

る
。
こ
の
間
に
、
岡
倉
天
心
も
国
粋
主
義
陣
営
の
論
客
と
し
て
頭
角
を
現
し
、
明

治
十
五
年
五
月
に
小
山
正
太
郎
が
欧
米
流
の「
美
術
」概
念
に
則
っ
て
発
表
し
た「
書

ハ
美
術
ナ
ラ
ズ
」三
に
反
論
を
加
え
て
い
る

四
。

こ
う
し
た
中
で
、
明
治
十
六
年
一
月
に
は
工
部
美
術
学
校
が
廃
校
と
な
り
、
西

洋
式
の
絵
画
彫
刻
術
を
教
授
す
る
公
的
教
育
機
関
は
消
滅
す
る
。
翌
明
治
十
七
年

（
一
八
八
四
）
四
～
五
月
の
第
二
回
内
国
絵
画
共
進
会
で
も
、
洋
画
は
排
除
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
同
年
十
一
月
に
文
部
省
に
設
置
さ
れ
た
図
画
教
育
調
査
会
で
は
、

初
等
教
育
に
お
け
る
図
画
教
育
で
用
い
る
べ
き
画
材
を
め
ぐ
り
、
毛
筆
と
鉛
筆
の

い
ず
れ
を
採
用
す
べ
き
か
の
論
争
が
交
わ
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
在
来
画
法
と
結

び
つ
い
た
毛
筆
が
勝
利
を
収
め
、
西
洋
画
法
と
結
び
つ
い
た
鉛
筆
は
排
除
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
国
粋
主
義
陣
営
も
単
純
な
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
幕

末
以
来
の
諸
流
派
の
様
態
を
そ
の
ま
ま
保
存
し
よ
う
と
す
る
龍
池
会
の
保
守
的
傾

向
と
、
狩
野
派
系
の
伝
統
画
法
を
基
盤
に
西
洋
流
の
造
形
手
法
を
吸
収
さ
せ
よ
う

と
す
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
天
心
や
、
そ
の
上
司
で
あ
る
九
鬼
隆
一
（
一
八
五
二
～

一
九
三
一
）
ら
文
部
省
系
の
和
魂
洋
才
的
な
改
革
志
向
と
の
齟
齬
は
、
次
第
に
大

き
く
な
っ
て
ゆ
く
。
結
果
、
文
部
省
組
は
明
治
十
七
年
二
月
に
は
新
た
な
美
術
団

体
鑑
画
会
の
発
足
に
参
加
し
、龍
池
会
を
離
脱
す
る
。
そ
の
鑑
画
会
を
拠
点
と
し
て
、

狩
野
芳
崖
の
晩
年
の
仕
事
に
脚
光
が
集
め
ら
れ
、
芳
崖
と
は
勝
川
院
雅
信
の
同
門

で
あ
っ
た
橋
本
雅
邦（
一
八
三
五
～
一
九
〇
八
）も
頭
角
を
表
す
。
そ
の
延
長
上
に
、

東
京
美
術
学
校
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

東
京
美
術
学
校
は
、
明
治
二
十
年
十
月
に
文
部
省
直
轄
の
機
関
と
し
て
設
置
が



− 94 −

「
有
翼
の
天
女
図
」
十
考 

─
本
多
錦
吉
郎
《
羽
衣
天
女
》
再
論
─
（
龍
野
）

（3）

公
布
さ
れ
て
い
る

五
。
こ
の
新
た
な
官
立
美
術
学
校
は
、
工
部
美
術
学
校
と
は
対
照

的
に
、
西
洋
式
の
美
術
教
育
を
排
し
た
国
粋
的
な
陣
容
と
な
る
が
、
文
人
画
や
浮

世
絵
も
ま
た
排
除
さ
れ
て
お
り
、
絵
画
科
の
中
核
に
据
え
ら
れ
た
の
は
フ
ェ
ノ
ロ

サ
の
息
の
か
か
っ
た
芳
崖
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
芳
崖
は
開
校
を
前
に
死
去
し

て
い
る
た
め
、
雅
邦
が
絵
画
科
主
任
に
迎
え
ら
れ
、
明
治
二
十
二
年
二
月
に
絵
画
・

木
彫
・
彫
金
・
漆
工
の
四
科
体
制
で
開
学
を
迎
え
て
い
る
。

こ
う
し
て
明
治
十
年
代
後
半
か
ら
二
十
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
明
治
政
府
の
美

術
政
策
の
方
針
転
換
に
よ
り
、
本
格
的
な
技
術
的
・
思
想
的
移
植
が
緒
に
つ
い
た

ば
か
り
で
あ
っ
た
西
洋
画
は
梯
子
を
外
さ
れ
た
形
と
な
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
二

度
の
内
国
勧
業
博
覧
会
で
美
術
部
の
審
査
員
を
務
め
て
い
た
川
上
冬
崖
は
、
出
仕

し
て
い
た
陸
軍
参
謀
本
部
地
図
課
の
職
員
に
よ
る
清
国
公
使
館
へ
の
地
図
密
売
事

件
の
引
責
の
た
め
明
治
十
四
年
三
月
に
は
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
、
聴
香
読

画
館
は
閉
鎖
と
な
る
。
そ
の
三
年
後
の
明
治
十
七
年
に
は
、
高
橋
由
一
の
天
絵
学

舎
は
財
政
難
に
よ
り
、
横
山
松
三
郎
の
通
天
楼
は
横
山
自
身
の
死
去
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
明
治
十
八
年
に
は
川
村
清
雄
（
一
八
五
二
～
一
九
三
四
）
が
麹

町
に
画
塾
を
開
い
て
い
る
。
川
村
は
明
治
初
年
に
徳
川
宗
家
の
給
費
留
学
生
と
し

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
画
学
を
学
び
、
明
治
十
四
年
に
帰

国
し
た
後
は
勝
海
舟
の
支
援
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
明
治
二
十
年
に
は
小
山
正
太

郎
の
主
導
に
よ
り
、
十
一
会
の
後
継
と
な
る
洋
画
研
究
団
体
不
同
舎
が
設
立
さ
れ
、

体
系
立
っ
た
西
洋
画
教
育
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
。
彰
技
堂
の
運
営
に
当

た
っ
て
い
た
本
多
も
、
陸
軍
士
官
学
校
と
幼
年
学
校
の
図
画
教
官
を
務
め
る
傍
ら

不
同
舎
に
協
力
し
、
構
図
法
の
講
義
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
形
で
冬
の
時
代
を
耐
え
忍
ん
で
い
た
洋
画
界
に
も
、
明
治
二
十
年
代

に
入
る
と
雪
解
け
の
兆
し
が
訪
れ
る
。
明
治
二
十
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
東
京
府

工
芸
品
共
進
会
は
洋
画
に
対
し
て
門
戸
を
開
い
て
お
り
、
浅
井
忠
の
三
十
二
点
を

含
む
四
十
一
点
の
油
画
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
二
十
一
年
八
月
に
は
、

明
治
二
十
三
年
四
月
に
開
幕
す
る
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
油
画
の
出
品
を
認

め
る
旨
が
告
知
さ
れ
て
い
る

六
。

こ
れ
と
前
後
し
て
、
工
部
美
術
学
校
や
洋
画
塾
で
学
ん
だ
後
に
渡
欧
し
た
洋
画

家
た
ち
の
帰
朝
が
始
ま
り
、
明
治
二
十
年
七
月
に
は
山
本
芳
翠
（
一
八
五
〇
～

一
九
〇
六
）
と
原
田
直
次
郎
（
一
八
六
三
～
一
八
九
九
）
が
相
次
い
で
帰
国
す
る
。

芳
翠
は
工
部
美
術
学
校
の
第
一
期
生
で
あ
っ
た
が
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
離
職
以

前
に
美
校
を
離
れ
、
明
治
十
一
年
に
パ
リ
万
博
の
事
務
局
雇
と
し
て
渡
仏
し
て
か

ら
は
、
長
く
ジ
ェ
ロ
ー
ム
（Jean-Léon Gérôm

e, 1824-1904

）
に
師
事
し
て
お

り
、
一
八
八
〇
年
代
の
パ
リ
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
人
物
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
芳
翠
と
同
船
で
帰
国
し
た
合
田
清
（
一
八
六
二
～
一
九
三
八
）
は
、
明
治

十
三
年
に
農
学
研
究
の
た
め
渡
仏
す
る
も
、
芳
翠
の
勧
め
で
画
学
に
転
じ
、
木
口

木
版
術
を
学
ん
で
い
る
。
彼
ら
よ
り
一
足
先
に
帰
国
し
た
原
田
は
、
天
絵
学
舎
で

学
ん
だ
後
に
地
質
学
者
で
あ
っ
た
兄
豊
吉
の
伝
手
で
渡
独
し
、
明
治
十
七
年
四
月

か
ら
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
美
術
学
校
で
二
年
半
を
過
ご
し
た
後
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
を
経

て
、
帰
国
直
前
に
は
短
期
間
な
が
ら
パ
リ
の
国
立
美
術
学
校
に
も
在
籍
し
て
い
た
。

帰
国
後
の
原
田
は
、
国
粋
主
義
の
牙
城
と
い
う
べ
き
龍
池
会
の
会
員
と
な
り
、

そ
の
例
会
で
「
絵
画
改
良
論
」
と
題
す
る
西
洋
画
擁
護
の
講
演
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
七

、
こ
の
会
が
主
催
し
た
新
古
美
術
品
展
で
自
作
を
展
示
す
る
な
ど
、
果
敢
な
活

動
を
展
開
す
る
。
龍
池
会
は
、
鑑
画
会
や
東
京
美
術
学
校
の
日
本
画
改
革
運
動
に
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危
機
感
を
強
め
て
お
り
、
明
治
二
十
年
末
に
は
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
を
総
裁
に
迎

え
て
日
本
美
術
協
会
と
改
称
し
、
宮
内
省
と
の
関
係
を
深
め
つ
つ
、
東
京
美
術
学

校
に
結
集
し
た
「
新
派
」
に
対
抗
す
る
「
旧
派
」
の
拠
点
と
な
っ
て
ゆ
く
が
、
原

田
は
翌
年
四
月
の
日
本
美
術
協
会
の
第
一
回
展
に
も
出
展
し
て
い
る
。
他
方
、
芳

翠
は
帰
国
直
後
の
秋
に
伊
藤
博
文
の
琉
球
視
察
に
随
行
し
た
後
、
翌
明
治
二
十
一

年
五
月
に
は
合
田
と
と
も
に
木
口
木
版
工
房
兼
洋
画
塾
の
生
巧
館
を
開
設
し
て
お

り
、
原
田
も
明
治
二
十
二
年
一
月
に
は
自
ら
の
画
塾
鐘
美
館
を
設
立
す
る
。

こ
の
間
の
明
治
二
十
一
年
十
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
松
岡
寿
（
一
八
六
二
～

一
九
四
四
）
と
長
沼
守
敬
（
一
八
五
七
～
一
九
四
二
）
が
帰
国
す
る
。
松
岡
は
工

部
美
術
学
校
を
経
て
明
治
十
三
年
に
イ
タ
リ
ア
特
命
全
権
公
使
鍋
島
直
大
の
随
員

と
し
て
渡
伊
し
、
王
立
ロ
ー
マ
美
術
学
校
で
学
ん
で
い
る
。
長
沼
は
イ
タ
リ
ア

公
使
館
勤
務
を
経
て
明
治
十
四
年
に
渡
伊
し
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
彫
刻
を
学
ん

だ
。
ま
た
、
翌
明
治
二
十
二
年
四
月
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
合
衆
国
経
由
で
帰
国
し
た

五
姓
田
義
松
（
一
八
五
五
～
一
九
一
五
）
は
、
芳
翠
と
同
様
に
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ

の
離
職
以
前
に
工
部
美
術
学
校
を
離
れ
、
明
治
十
三
年
に
渡
仏
し
て
ボ
ナ
（Léon 

Bonnat, 1833-1922

）
に
師
事
し
、
パ
リ
の
サ
ロ
ン
に
日
本
人
初
の
入
選
を
果
た

し
て
い
た
。

明
治
十
年
代
後
半
の
日
本
洋
画
の
厳
冬
期
を
欧
州
と
い
う
避
寒
地
で
過
ご
し
、

「
本
場
」
の
息
吹
と
と
も
に
帰
国
し
た
意
気
軒
昂
な
新
帰
朝
者
た
ち
は
、
日
本
国

内
で
冬
の
時
代
を
耐
え
忍
ん
で
き
た
洋
画
家
た
ち
に
も
新
た
な
活
力
を
も
た
ら
す
。

か
く
て
明
治
二
十
二
年
六
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア
留
学
組
の
松
岡
、
長
沼
と
、
十
一

会
系
の
小
山
、
浅
井
、
松
井
昇
（
一
八
五
四
～
一
九
三
三
）、
柳
（
高
橋
）
源
吉

（
一
八
五
八
～
一
九
一
三
）
に
本
多
を
加
え
た
七
名
を
発
起
人
と
し
て
、
洋
風
美
術

家
の
大
同
団
結
と
い
う
べ
き
明
治
美
術
会
が
発
足
し
、
月
次
小
会
と
春
秋
二
回
の

展
覧
会
を
軸
と
す
る
活
動
方
針
が
定
め
ら
れ
る
。
同
年
七
月
の
最
初
の
月
次
小
会

で
は
、
会
頭
と
な
っ
た
帝
国
大
学
初
代
総
長
渡
辺
洪
基
（
一
八
四
八
～
一
九
〇
一
）

が
演
説
を
行
い
、
国
粋
主
義
的
な
洋
画
排
斥
論
に
抗
す
る
べ
く
、
西
洋
画
法
に
よ

る
日
本
固
有
の
絵
画
の
創
出
を
鼓
舞
し
て
い
る

八
。
ま
た
、
同
年
十
月
七
日
開
催
の

臨
時
大
会
で
は
、
翌
年
の
春
季
展
は
中
止
し
、
四
月
に
開
幕
す
る
第
三
回
内
国
勧

業
博
覧
会
へ
の
出
品
を
優
先
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る

九
。

本
多
の《
羽
衣
天
女
》は
、こ
う
し
た
中
で
満
を
持
し
て
発
表
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、西
洋
画
法
に
よ
る
日
本
固
有
の
絵
画
の
創
出
と
い
う
課
題
に
対
す
る
、

本
多
な
り
の
回
答
で
あ
っ
た
。

二
、
粉
本
制
作
と
し
て
の
《
羽
衣
天
女
》

《
羽
衣
天
女
》
と
お
そ
ら
く
は
相
前
後
す
る
時
期
に
、
本
多
は
も
う
一
点
の
「
天

女
」
図
を
描
い
て
い
る
（
個
人
蔵
、
図
②
）一

〇
。
こ
ち
ら
は
薄
布
を
纏
っ
て
飛
翔

す
る
蓬
髪
の
裸
婦
像
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ブ
ー
グ
ロ
ー
（W

illiam
 A

dolphe 

Bouguereau, 1825-1905

）
の
《
夜
》（
一
八
八
三
年
、
図
③
）一

一
を
原
画
と
す

る
模
写
で
あ
る
。
ブ
ー
グ
ロ
ー
に
よ
る
原
画
は
、
こ
の
画
家
が
一
八
八
一
年
か
ら

一
八
八
四
年
に
か
け
て
パ
リ
の
サ
ロ
ン
で
発
表
し
た
四
つ
の
時
の
連
作
寓
意
像
の

第
三
作
で
あ
る
が

一
二

、
渡
欧
経
験
を
持
た
な
い
本
多
が
実
見
し
得
た
の
は
複
製
銅

版
画
で
あ
り
、
ジ
ェ
リ
＝
リ
シ
ャ
ー
ル
（A

. Géry-Richard,

　

?-?

）
の
彫
版
に
よ

る
一
八
八
三
年
刊
と
推
定
さ
れ
る
出
版
社
不
明
の
エ
ッ
チ
ン
グ

一
三

か
、
デ
ィ
デ
ィ

エ
（A

drien D
idier, 1838-1924

）
の
彫
版
に
よ
る
一
八
八
七
年
刊
の
グ
ー
ピ
ル

版
一
四

の
い
ず
れ
か
が
参
照
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
構
図
の
反
転
や
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「
有
翼
の
天
女
図
」
十
考 

─
本
多
錦
吉
郎
《
羽
衣
天
女
》
再
論
─
（
龍
野
）

（5）

細
部
の
省
略
は
伴
わ
な
い
、
原
画
に
忠
実
な
複
製
で
あ
る
。

本
多
の
油
彩
模
写
は
、
原
画
の
構
図
を
若
干
切
り
詰
め
た
形
で
、
頭
部
か
ら
背

中
と
下
半
身
を
覆
う
薄
布
を
纏
っ
て
空
中
を
飛
翔
す
る
女
人
像
の
み
を
写
し
て
お

り
、
眼
下
に
広
が
る
地
上
の
風
景
や
、
背
後
の
空
を
飛
翔
す
る
フ
ク
ロ
ウ
と
コ
ウ

モ
リ
や
瞬
く
星
々
は
省
略
さ
れ
、
背
景
は
夜
空
で
は
な
く
白
い
雲
を
浮
か
べ
た
青

空
と
な
っ
て
い
る
。
女
人
像
本
体
は
概
ね
原
画
に
忠
実
で
あ
る
が
、
左
肘
の
屈
曲

は
や
や
深
く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
身
体
表
面
の
凹
凸
や
陰
影
の
表
現
は
、
全
体
的

な
筆
致
の
粗
さ
と
相
ま
っ
て
、
複
製
版
画
と
比
較
し
て
も
精
度
が
低
く
平
板
で
、

面
貌
も
精
緻
さ
を
欠
い
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
本
多
の
関
心
が
裸

婦
像
の
形
態
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

こ
の
油
彩
模
写
の
制
作
時
期
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
多
が
《
羽
衣

天
女
》
の
制
作
に
当
た
っ
て
ブ
ー
グ
ロ
ー
の
複
製
版
画
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
は

ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。《
羽
衣
天
女
》
の
頭
部
か
ら
体
幹
部
を
経
て
大
腿
部
ま
で
の
輪

郭
は
、
ブ
ー
グ
ロ
ー
を
反
転
さ
せ
た
形
と
一
致
す
る
。
他
方
、
膝
か
ら
爪
先
に
か

け
て
は
、《
羽
衣
天
女
》
で
は
右
膝
の
方
を
よ
り
深
く
屈
し
、
右
足
首
が
左
足
首
の

後
方
に
下
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ブ
ー
グ
ロ
ー
の
反
転
像
と
は
一
致
し
な
い
が
、

両
足
の
形
は
ブ
ー
グ
ロ
ー
の
原
画
そ
の
ま
ま
の
形
と
近
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
右

上
腕
部
の
輪
郭
も
ブ
ー
グ
ロ
ー
の
反
転
像
と
似
通
っ
て
い
る
が
、
右
前
腕
部
か
ら

手
指
に
か
け
て
の
形
は
、浅
井
忠
旧
蔵
の
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
に
よ
る
素
描
《
神
女
図
》

（
千
葉
県
立
美
術
館
、
図
④
）
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る

一
五

。
た
だ
し
、
こ
う

し
た
複
数
の
参
照
源
を
合
成
し
た
た
め
か
、
右
上
腕
と
前
腕
の
接
合
や
短
縮
法
的

な
処
理
は
や
や
ぎ
こ
ち
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
左
前
腕
部
の
短
縮
法
は
概
ね
成
功

し
て
い
る
が
、
そ
の
手
指
の
形
状
は
ブ
ー
グ
ロ
ー
の
連
作
中
の
《
曙
》（
一
八
八
一

年
、図
⑤
）
の
右
手
を
反
転
さ
せ
た
形
と
酷
似
し
て
い
る
。《
曙
》
に
つ
い
て
は
ブ
ー

グ
ロ
ー
自
身
が
タ
ブ
ロ
ー
の
前
年
に
制
作
し
た
反
転
構
図
の
エ
ッ
チ
ン
グ
も
存
在

す
る
が
、
こ
の
エ
ッ
チ
ン
グ
で
は
手
指
の
輪
郭
は
不
明
瞭
で
あ
り
、
本
多
の
天
女

像
の
左
手
指
と
も
か
な
り
異
な
る
た
め
、《
曙
》
が
参
照
さ
れ
た
と
す
れ
ば
ブ
ー
ト

リ
エ
（Louis Boutelié, 1843-1913

）
の
彫
版
に
よ
る
一
八
八
六
年
刊
の
グ
ー
ピ

ル
版

一
六

を
通
じ
て
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

羽
衣
の
翼
部
に
つ
い
て
は
、《
夜
》
の
背
景
に
見
え
る
フ
ク
ロ
ウ
の
翼
が
参
照
源

の
一
つ
た
り
得
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
短
縮
法
を
伴
う
両
翼
の
輪
郭
は
、

ブ
ー
グ
ロ
ー
の
フ
ク
ロ
ウ
よ
り
も
、
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
版
画
家
ホ
プ
フ
ァ
ー

（D
aniel H

opfer, ca. 1470-1536

）
に
よ
る
寓
意
画
《
快
楽
》（
図
⑥
）
の
ヘ
ド
ネ
ー

像
の
両
翼
を
反
転
さ
せ
た
形
に
よ
り
近
似
し
て
お
り
、
こ
の
版
画
の
反
転
復
刻
版

一
七

な
い
し
そ
の
派
生
作
品
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
多
の
《
羽
衣
天
女
》
の
天
人
像
の
形
態
は
ブ
ー
グ
ロ
ー

の
《
夜
》
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
や
は
り
褒
状
を
得
た
二
世
五
姓
田
芳
柳
（
一
八
六
四

～
一
九
四
三
）
の
《
鷺
沼
平
九
郎
大
蛇
を
屠
る
図
》
が
、
多
少
な
り
と
も
西
洋
美

術
に
通
じ
た
者
で
あ
れ
ば
即
座
に
《
ラ
オ
コ
ー
ン
》
の
翻
案
と
断
ず
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
作
品
で
あ
っ
た
こ
と

一
八

と
も
相
通
じ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
あ
っ
て

は
、
本
多
や
五
姓
田
を
含
む
洋
画
家
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
作
品
を
評
価
す
る
批

評
家
や
審
査
員
も
、
欧
米
産
の
粉
本
に
基
づ
く
作
品
制
作
を
こ
と
さ
ら
に
忌
避
す

べ
き
も
の
と
は
見
な
し
て
い
な
い
。
花
卉
什
物
や
肖
像
、
あ
る
い
は
名
所
旧
跡
を

含
む
戸
外
の
眺
め
と
い
っ
た
、
描
写
対
象
の
即
物
写
生
の
み
で
成
り
立
つ
画
題
を

別
と
す
れ
ば
、
洋
画
家
が
欧
米
産
の
粉
本
に
基
づ
く
制
作
を
行
う
こ
と
は
、
む
し
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ろ
自
明
視
さ
れ
て
い
た
節
す
ら
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、《
羽
衣
天
女
》
の
発
表
当
時
の
批
評
を
読
む
上
で
も
留
意
す
べ
き
こ

と
で
あ
ろ
う
。
実
際
、『
毎
日
新
聞
』
の
八
黙
居
士
は
「
羽
衣
の
故
事
を
用
ひ
西
洋
天

使
の
図
を
翻
案
し
て
富
嶽
を
足
下
に
見
せ
た
り
」（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
じ
）

一
九

、

『
朝
野
新
聞
』
の
前
田
香
雪
は
「
洋
画
に
多
か
る
神
女
を
借
り
て
羽
衣
に
見
た
て
富

士
と
三
保
の
松
原
と
を
低
く
描
き
て
空
中
高
く
昇
れ
る
」二

〇
、『
國
民
新
聞
』
の
森

鴎
外
は
「
東
洋
の
神
学
的
画
材
を
伊
太
利
あ
た
り
の
粉
本
に
拠
り
て
写
し
出
し
来

た
る
に
似
た
り
」二

一
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
粉
本
の
正
体
を
推
測
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

芳
柳
が
参
照
し
た
《
ラ
オ
コ
ー
ン
》
と
は
異
な
っ
て
、
本
多
の
参
照
源
は
歴
史
的

名
品
と
し
て
周
知
の
作
品
で
は
な
か
っ
た
。
形
態
の
利
用
も
粉
本
そ
の
ま
ま
で
は

な
く
、
反
転
を
含
め
た
大
幅
な
改
変
を
施
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
、
い
ず
れ
の
評
者
も
粉
本
の
特
定
に
は
成
功
し
て
い
な
い
。
し
か
し

い
ず
れ
も
評
者
も
、
欧
米
産
の
粉
本
の
使
用
自
体
は
自
明
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
饗
庭
篁
村
（
一
八
五
五
～
一
九
二
二
）
の
評
は
当
時
の
観
衆
の

反
応
を
伝
え
る

二
二

。

ヤ
ア
空
中
の
布
晒
し
だ
と
い
ふ
聲
に
跡
へ
戻
り
て
見
れ
バ
布
晒
し
に
あ

ら
ず
本［

マ
マ
］田

錦
吉
郎
氏
の
羽
衣
な
り
成
程
云
れ
て
見
れ
バ
何
處
や
ら
空
中

布
晒
し
の
形
も
あ
れ
ど
文
楽
座
西
洋
手て

じ
な術

の
看
板
な
ど
ゝ
ハ
酷
評
な
り
。

こ
こ
で
は
「
翼
型
の
羽
衣
」
に
対
す
る
違
和
感
は
一
切
表
明
さ
れ
て
い
な
い
。

む
し
ろ
大
き
く
翻
る
天
衣
が
揶
揄
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、《
羽
衣
天
女
》
を
「
西
洋
天
使
の
図
を
翻
案
し
」
た
も
の
と

見
た
八
黙
居
士
が
続
け
て
言
う
「
其
双
羽
は
全
く
西
洋
天
使
の
用
装
を
借
り
た
る

に
て
天
津
乙
女
の
羽
衣
に
異
な
り
」
と
の
評
言
の
内
実
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要

な
意
味
を
持
つ
。
既
に
百
数
十
年
来
、「
天
津
乙
女
の
羽
衣
」
は
「
長
い
尾
羽
根
と

一
対
の
翼
が
一
体
と
な
っ
た
装
着
物
」
と
し
て
描
か
れ
続
け
て
い
た
以
上
、
こ
の

評
は
《
羽
衣
天
女
》
の
天
人
像
が
翼
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
自
体
を
異
と
し
た
も
の

で
は
あ
り
得
な
い
。
評
者
が
違
和
感
を
覚
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
天
人
像
が
翼
を

伴
っ
て
い
る
こ
と
自
体
で
は
な
く
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
翼
型
の
羽
衣
の
様
態
の
方

で
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
違
和
感
の
原
因
を
、
八
黙
居
士
は
「
西
洋
天
使
の
図
」

の
参
照
に
帰
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
違
和
感
は
何
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

三
、
色
彩
の
欠
如
と
油
絵
的
な
様
式
へ
の
違
和

本
多
が
描
い
た
羽
衣
に
対
す
る
違
和
感
を
表
明
し
て
い
る
の
は
、
八
黙
居
士

の
評
だ
け
で
は
な
い
。『
読
売
新
聞
』
に
寄
稿
さ
れ
た
菟
道
仙
の
戯
評
「
博
覧
会

俗ぞ

め

き
面
記
」
は
、
博
覧
会
見
物
に
静
岡
か
ら
上
京
し
た
田
舎
者
の
長
広
舌
に
こ
と
寄

せ
て
、
本
多
が
描
い
た
羽
衣
に
対
す
る
違
和
感
を
長
々
と
語
っ
て
い
る

二
三

。

此
所
ハ
美
術
館
と
云
て
肝
心
の
場
所
だ
、
御
覧
な
せ
エ
精て

ぎ
は巧

な
絵
が
あ

り
升ま

す

ぜ
。
と
咄
の
う
ち
天
の
羽
衣
を
畫か

い

た
油
絵
を
見
付
け
。
ア
レ
何
で

ご
ざ
り
や
す
か
。
ア
レ
で
す
か
ア
レ
ハ
天
人
が
羽
衣
を
取
返
し
て
天
上

す
る
所
で
す
足
の
下
に
富
士
山
が
小
く
見
え
る
か
ら
余
程
高
く
登
ッ
た

所
を
畫
た
の
だ
。
ハ
ァ
そ
れ
ぢ
や
ァ
私わ

し

等ら

が
国
の
美
保
に
あ
ッ
た
故
事

だ
ァ
が
、
私
聞
て
居
や
す
に
ハ
天
人
の
羽
衣
ち
う
も
の
ハ
ゑ
ら
ァ
奇
麗

な
物
だ
に
依
て
、
猟［

マ
マ
］師

の
伯
良
ど
ん
も
欲
し
が
ッ
て
返
す
め
へ
と
し
た

が
、
天
人
の
言い

わ

ッ
し
や
る
に
や
ァ
、
此
衣
無ね

へ
時
ハ
修
行
（
飛
行
）
の

術
も
絶
て
天
へ
戻
る
こ
と
が
出
来
ね
ェ
ッ
て
、
ガ
ス
イ
（
五
衰
）
の
涙
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「
有
翼
の
天
女
図
」
十
考 

─
本
多
錦
吉
郎
《
羽
衣
天
女
》
再
論
─
（
龍
野
）

（7）

を
ポ
ツ
リ
〳
〵
翻こ

ぼ

さ
し
ッ
た
も
ん
だ
て
、
伯
良
殿ど

ん

も
気
の
毒
に
思
ッ
て

其
衣
を
返
し
た
ら
、
天
人
ハ
喜
ん
で
駿
河
舞
ち
う
を
舞
て
天
上
し
た
と

の
事
で
あ
り
や
す
が
、
此
絵
を
見
る
に
烏
天
狗
か
鳶
の
巣
立
の
様
な
羽

が
あ
る
斗
で
、
ね
ッ
か
ら
羽
衣
ら
し
い
物
が
あ
り
や
し
ね
ェ
。
成
程
舊

式
の
絵
で
ハ
能
狂
言
や
芝
居
で
出
す
や
う
な
物
で
す
が
、
こ
れ
ハ
油
絵

で
新あ

た
ら
し
い

機
軸
と
こ
を
見
せ
る
の
で
、
鳥
の
羽
の
や
う
に
畫
か
な
け
り
や
ァ
、

空
気
を
支
へ
て
天
上
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
理
由
だ
と
い
ふ
や
う
な
こ

と
で
せ
う
、
何
に
し
て
も
之
を
畫
た
先
生
ハ
学
問
も
あ
ッ
て
種い

ろ
〳
〵々

に
工

夫
を
し
て
此
絵
が
出
来
上
ッ
た
も
の
だ
ら
う
と
思
ひ
升
ヨ
。
そ
れ
で
も

ハ
ァ
天
人
が
泣
て
惜
が
り
伯
良
殿
が
欲
し
が
る
所
を
見
れ
バ
、
美
し
い

羽
衣
で
な
け
に
や
ァ
な
ん
ね
ェ
、
巣
立
鳶
の
羽
位
な
こ
と
な
ら
誰
も
欲

し
が
る
者
ハ
ね
ェ
だ
、
此こ

ん機
な
こ
と
畫
か
れ
ち
や
ァ
私
等
の
國
の
大
切

の
羽
衣
も
古
傅
が
お
廃は

や
し止

に
な
る
ば
か
り
で
ね
ェ
、
村
へ
帰き

ゃ

ァ
ッ
て
な

ん
と
マ
ァ
咄
し
す
べ
い
か
、
浅
間
様
へ
対て

や

し
て
も
申
訳
の
ね
ェ
事
だ
、

静
岡
の
県
庁
へ
対
し
て
も
相
済
ま
ね
ェ
事
だ

こ
こ
で
表
明
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
ゑ
ら
ァ
奇
麗
な
物
」
で
あ
る
べ
き
羽
衣
が

「
烏
天
狗
か
鳶
の
巣
立
の
様
な
羽
」
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
不
満
で
あ
る
。

実
際
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
の
錦
絵
や
、
柴
田
是
真
の
《
羽
衣
》
な
ど
、
在
来

画
法
に
よ
る
「
舊
式
の
絵
」
で
は
、
翼
型
の
羽
衣
は
多
彩
な
色
彩
に
彩
ら
れ
、
華

や
か
に
翻
る
長
大
な
尾
羽
を
持
つ
、「
ゑ
ら
ァ
奇
麗
な
物
」
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
本
多
の
描
く
羽
衣
は
、
大
き
く
拡
げ
て
薄
茶
の
裏
面
を
見
せ
る
白
一
色
の
翼
に
、

わ
ず
か
な
孔
雀
尾
が
付
属
す
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
孔
雀
尾
も
天
人
像
の
下
半
身

を
覆
う
赤
と
緑
の
裳
の
輪
郭
に
半
ば
溶
け
込
ん
で
目
立
た
な
い
。
白
鳥
を
思
わ
せ

る
白
い
大
き
な
翼
と
貧
弱
な
孔
雀
尾
を
取
り
合
わ
せ
た
異
種
交
配
的
な
羽
衣
は
、

華
麗
な
色
彩
も
華
や
か
に
翻
る
尾
羽
も
欠
い
て
い
る
。
そ
れ
を
評
し
て
菟
道
仙
の

田
舎
者
は
、「
烏
天
狗
か
鳶
の
巣
立
の
様
な
羽
が
あ
る
斗
で
、
ね
ッ
か
ら
羽
衣
ら
し

い
物
が
あ
り
や
し
ね
ェ
」
と
嘆
い
て
い
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

同
様
に
、
鴎
外
も
ま
た
「
羽
翮
は
大
な
る
鳶
に
借
り
た
る
に
は
あ
ら
ず
や
」
と

評
し
て
い
る
。
さ
ら
に
続
け
て
鴎
外
は
、「
又
こ
の
鳶
は
舶
来
の
鳶
か
と
疑
は
る
」

と
付
け
加
え
、
こ
こ
で
も
欧
米
産
の
粉
本
の
介
在
を
窺
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
、

菟
道
仙
の
田
舎
者
の
「
油
絵
で
新あ

た
ら
し
い

機
軸
と
こ
を
見
せ
る
」
必
要
が
あ
っ
た
と
の
穿

ち
と
通
底
し
て
い
よ
う
。

こ
の
当
時
の
標
準
的
な
観
衆
の
期
待
の
水
準
に
あ
っ
て
は
、「
油
絵
で
新
機
軸
を

見
せ
る
」
と
は
、
ま
ず
も
っ
て
対
象
物
の
即
物
的
な
再
現
描
写
を
誇
示
す
る
こ
と

で
あ
り
、
短
縮
法
や
陰
影
表
現
を
伴
う
量
塊
的
な
形
態
把
握
と
重
厚
で
濃
密
な
賦

彩
に
よ
っ
て
、描
写
対
象
を
迫
真
的
に
再
現
し
て
見
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
が「
新

機
軸
」
で
あ
っ
た
の
は
、
油
絵
自
体
が
移
入
さ
れ
て
日
の
浅
い
「
舶
来
の
」
画
法

で
あ
っ
た
上
、
八
年
に
わ
た
っ
て
官
設
の
展
覧
会
か
ら
閉
め
出
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
っ
た
が
故
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
描
写
対
象
が
豆
腐
や
甲
冑
や
神
社
仏
閣
の

よ
う
な
非
欧
米
的
な
事
物
で
あ
れ
ば
、
即
物
写
生
に
基
づ
く
描
写
と
見
な
さ
れ
得

た
で
あ
ろ
う
が
、
鳥
の
翼
の
よ
う
な
洋
の
東
西
を
問
わ
な
い
事
物
の
場
合
は
、
油

彩
技
法
に
よ
る
迫
真
的
な
描
写
が
一
定
以
上
に
成
功
し
て
い
れ
ば
、
半
ば
必
然
的

に
「
舶
来
の
」
粉
本
の
介
在
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
鴎
外
が
「
舶
来
の
鳶

か
と
疑
」
っ
て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
一
般
的
な
観
衆
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
即
物
写
生
に
よ
る
の
か
粉
本
に

基
づ
く
の
か
は
さ
し
て
重
要
な
問
題
で
は
な
く
、
視
覚
的
な
説
得
力
を
備
え
て
い
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る
か
否
か
の
み
が
問
題
だ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
菟
道
仙
の
記
す
田
舎
者
の
眼

に
も
、
本
多
の
羽
衣
の
両
翼
は
「
空
気
を
支
へ
て
天
上
す
る
こ
と
が
出
来
」
そ
う

な
だ
け
の
一
定
の
説
得
力
を
持
っ
た
も
の
に
は
映
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
本
多
の
羽
衣
は
こ
の
田
舎
者
が
期
待
す
る
「
羽
衣
ら
し

い
物
」
か
ら
は
、
著
し
く
乖
離
し
て
い
た
。

八
黙
居
士
が
覚
え
て
い
た
違
和
感
も
、
お
そ
ら
く
は
同
質
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
。
油
絵
的
な
描
写
技
法
に
よ
っ
て
生
々
し
く
再
現
さ
れ
た
、
華
麗
な
色
彩
も
翻

る
尾
羽
も
欠
い
た
巨
大
な
白
い
両
翼
は
、
彼
の
見
慣
れ
た
「
天
津
乙
女
の
羽
衣
」

と
は
「
異
な
」
る
も
の
だ
っ
た
。
た
だ
し
こ
ち
ら
は
そ
の
違
和
感
を
、「
烏
天
狗
か

鳶
の
巣
立
の
様
な
羽
」
と
い
う
体
の
素
朴
な
印
象
論
と
し
て
で
は
な
く
、「
西
洋
天

使
」
の
「
翻
案
」
と
い
う
創
作
の
次
元
に
遡
っ
た
推
論
と
し
て
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、

菟
道
仙
の
記
す
田
舎
者
の
言
は
、
あ
く
ま
で
も
「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
局
所
的

な
事
物
の
描
写
を
問
題
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
八
黙
居
士
の
評
言
は
「
翼
型
の

羽
衣
を
伴
う
天
人
」
と
い
う
有
翼
人
身
の
全
体
像
を
問
題
に
し
て
い
る
形
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、両
者
が「
羽
衣
天
女
な
ら
ざ
る
も
の
」と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ「
烏

天
狗
」
と
「
西
洋
天
使
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
、「
翼
型
の
羽
衣
を
伴
う
天
人
」

と
い
う
図
像
が
や
が
て
辿
る
こ
と
に
な
る
命
運
を
、
意
味
深
長
な
形
で
予
告
し
て

い
る
。

四
、「
羽
衣
天
女
な
ら
ざ
る
も
の
」
と
し
て
の
「
天
狗
」
と
「
天
使
」

八
黙
居
士
の
所
謂
「
西
洋
天
使
の
図
」
は
、
お
そ
ら
く
は
キ
リ
ス
ト
教
図
像
と

し
て
の
「
神
の
使
者
」
像
の
み
で
は
な
く
、
ニ
ー
ケ
ー
や
エ
ロ
ー
ス
な
ど
の
異
教

神
話
起
源
の
多
様
な
有
翼
像
を
も
包
含
し
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
現
在
に
あ
っ
て

も
、
図
像
学
に
無
関
心
な
日
本
語
話
者
は
非
常
に
し
ば
し
ば
有
翼
像
全
般
を
指
し

て
漫
然
と
「
天
使
」
の
語
を
用
い
る
が
、
こ
う
し
た
用
語
法
の
萌
芽
は
、
明
治
中

期
に
は
既
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い

二
四

。

し
か
し
な
が
ら
、
近
代
以
前
の
日
本
語
話
者
に
と
っ
て
は
、
有
翼
像
の
代
名
詞

的
存
在
と
は
ま
ず
も
っ
て
「
天
狗
」
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
江
戸
後
期
の
日
本
語
話

者
に
と
っ
て
は
、
些
か
な
り
と
も
人
の
要
素
を
持
つ
有
翼
像
な
ら
ば
、
お
し
な
べ

て
「
天
狗
」
の
範
疇
に
含
め
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
極
め
て
分
か

り
や
す
い
形
で
示
し
て
い
る
の
が
、
曲
亭
馬
琴
（
一
七
六
七
～
一
八
四
八
）
の
天

狗
論
と
そ
の
挿
図
（
図
⑦
）
で
あ
る

二
五

。
こ
こ
で
は
、
有
翼
人
身
人
面
隆
鼻
の
山

伏
姿
で
表
さ
れ
た
「
国
俗
之
所
謂
天
狗
」
や
、『
山
海
経
』
を
原
拠
と
す
る
山
猫
に

似
た
四
足
獣
と
し
て
の
「
天
狗
」
だ
け
で
な
く
、『
広
西
通
志
』
が
語
る
「
唐
山
地

州
の
山
鬼
」
や
『
山
海
経
図
』
に
見
え
る
人
面
鳥
、
果
て
は
『
封
神
演
義
』
の
白

鶴
童
ま
で
も
が
「
天
狗
」
に
類
す
る
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

白
鶴
童
像
な
ど
は
、
現
在
の
日
本
語
話
者
で
あ
れ
ば
「
唐
子
風
の
天
使
」
と
で
も

形
容
す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
、
近
代
以
前
の
日
本
語
話
者
に
と
っ
て
は
、「
有
翼
人

身
」
と
い
う
形
は
「
天
狗
」
の
指
標
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た「
有
翼
の
妖
物
」と
し
て
の「
天
狗
」観
は
、日
本
固
有
の
観
念
で
あ
る
。

そ
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
平
安
中
期
の
叡
山
で
発
生
し
た
「
鵄
と
し
て
の
天
狗
」

と
い
う
観
念
で
あ
る
が

二
六

、
平
安
後
期
ま
で
に
成
立
し
た
古
典
的
な
天
狗
観
の
中

核
は
、「
仏
法
を
害
す
る
魔
障
」
と
し
て
の
反
仏
法
的
な
性
質

二
七

で
あ
り
、
調
伏
の

対
象
と
し
て
の
属
性
だ
っ
た
。
し
か
し
鎌
倉
期
に
は
、
天
台
本
覺
思
想
に
基
づ
く

魔
仏
一
如
の
理
念
か
ら
、
護
法
天
狗
の
観
念
が
発
生
す
る
。
こ
れ
が
修
験
道
と
結

合
す
る
こ
と
で
、
山
伏
姿
の
天
狗
像
が
生
み
出
さ
れ
、
高
徳
の
験
者
の
面
影
を
持
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つ
荒
ぶ
る
神
威
と
し
て
の
善
天
狗
の
観
念
が
発
展
し
て
ゆ
く
。
そ
の
一
方
で
、
南

北
朝
の
動
乱
期
に
は
、
古
典
的
な
天
狗
観
の
中
核
を
成
し
て
い
た
反
仏
法
性
が
、

御
霊
信
仰
と
の
交
錯
を
通
じ
て
反
王
法
性
へ
と
転
換
を
遂
げ
、
動
乱
を
も
た
ら
す

暴
悪
な
祟
り
神
と
し
て
の
天
狗
観
が
浮
上
し
て
く
る

二
八

。
結
果
、
天
狗
観
は
善
悪

の
両
極
へ
と
分
化
し
て
ゆ
く
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
し
ば
し
ば
猛
々
し
い
性
格
を

帯
び
て
い
る
。
と
り
わ
け
善
天
狗
は
、
聖
な
る
荒
行
者
と
し
て
の
山
伏
像
だ
け
で

な
く
、
義
経
伝
説
と
の
結
合

二
九

を
介
し
て
兵
法
の
守
護
神
と
し
て
の
性
格
を
も
獲

得
す
る
こ
と
で
、
世
俗
的
な
「
武
」
の
力
と
の
結
合
を
も
強
め
て
ゆ
く

三
〇

。

他
方
、
近
世
初
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
天
狗
の
反
仏
法
性
を
反
キ
リ
ス
ト
性

へ
と
読
み
替
え
る
こ
と
で
、「
天
狗
」
の
語
をdiabolus

やdaem
on

あ
る
い
は

satanas

と
い
っ
た
語
に
対
応
す
る
訳
語
と
し
て
用
い
て
い
る

三
一

。
こ
う
し
た
用
法

は
、
信
徒
向
け
の
教
理
書
だ
け
で
な
く
仏
教
陣
営
と
の
論
戦
で
も
展
開
さ
れ
、「
天

狗
」
の
語
は
「
天
魔
」「
魔
道
」「
魔
法
」「
邪
法
」
と
い
っ
た
語
と
互
換
可
能
な
罵

倒
語
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
鏡
返
し
の
よ
う
に
キ
リ
シ
タ
ン
陣

営
へ
と
投
げ
返
さ
れ
、
や
が
て
禁
教
鎖
国
体
制
が
成
立
す
る
に
至
っ
て
、「
天
狗
」

の
語
は
「
邪
宗
門
」
の
徒
と
し
て
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
符
牒
へ
と
還
元
さ
れ
て
ゆ
く
。

そ
の
延
長
線
上
で
、
江
戸
後
期
の
蘭
学
の
中
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
文
脈
に
お

い
て
「
神
の
使
者
」
を
意
味
す
るengel

や
、「
神
を
讃
え
て
神
の
座
の
周
囲
を
飛

行
す
る
聖
な
る
生
き
物
」
を
意
味
す
るcherubim

と
い
っ
た
、
今
日
の
日
本
語
環

境
で
は
概
ね
「
天
使
」
と
総
称
さ
れ
る
有
翼
像
に
対
応
す
る
訳
語
と
し
て
、「
天
狗
」

の
語
が
適
用
さ
れ
て
い
る

三
二

。
蘭
癖
大
名
と
し
て
知
ら
れ
る
松
浦
静
山（
一
七
六
〇

～
一
八
四
一
）
が
「
西
洋
に
所
謂
、「
エ
ン
ゲ
ル
」
と
云
者
」
を
天
狗
と
同
一
視
し

て
い
る

三
三

の
も
、
こ
う
し
た
文
脈
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
と
平
行
し
て
、
調
伏
の
対
象
と
し
て
の
天
狗
観
も
、
平
安
期
の
往
生
伝

三
四

や
説
話
集

三
五

を
出
発
点
に
、
能
楽
『
是
害
』
や
『
車
僧
』
を
経
て
江
戸
中
後
期
の

戯
作
本

三
六

に
至
る
ま
で
、
連
綿
と
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
天
狗
は

高
徳
の
人
物
に
打
ち
負
か
さ
れ
る
滑
稽
な
敗
者
と
し
て
描
写
さ
れ
、
し
ば
し
ば
笑

い
を
誘
っ
て
い
る
。

既
に
旧
稿

三
七

で
触
れ
た
よ
う
に
、
一
八
世
紀
末
の
黄
表
紙
で
は
、
翼
型
の
羽
衣

を
伴
う
天
津
乙
女
と
、
そ
の
身
に
翼
を
生
や
し
た
天
狗
と
が
、
し
ば
し
ば
対
比
的

に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
上
述
の
馬
琴
の
天
狗
論
で
も
、『
捜
神
記
』
の
毛
衣
女

や
謡
曲
『
羽
衣
』
の
天
人
と
の
類
比
に
よ
っ
て
、
天
狗
の
翼
の
着
脱
可
能
性
が
問

わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
類
比
が
成
り
立
つ
の
は
、
両
者
が
共
に
「
有
翼
人
身
」

の
形
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
が
、
艶
麗
な
天
界
の
女
人
と
し
て
の
天
津
乙
女
と
、
荒
々

し
く
む
さ
苦
し
い
天
狗
と
は
、「
似
て
非
な
る
も
の
」
ど
こ
ろ
か
「
似
て
も
似
つ
か

ぬ
も
の
」
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
似
て
も
似
つ
か
ぬ
」
存
在
を
、「
有
翼
人
身
」
と

い
う
一
点
に
立
脚
し
て
類
比
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
笑
い
と
強
く
結
び
つ
い

て
い
る
。《
羽
衣
天
女
》
の
羽
衣
を
「
烏
天
狗
か
鳶
の
巣
立
の
様
な
羽
」
と
評
す
る

菟
道
仙
の
田
舎
者
は
、
そ
う
し
た
江
戸
中
期
以
来
の
笑
い
の
文
脈
に
則
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、《
羽
衣
天
女
》
を
「
西
洋
天
使
の
図
」
と
関
連
づ
け
る
八
黙
居

士
の
評
は
、
よ
り
近
代
的
な
視
点
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
長
ら
く
行
方
不
明

で
あ
っ
た
本
多
の
《
羽
衣
天
女
》
が
二
十
世
紀
末
に
な
っ
て
再
出
現
し
て
以
降
の

常
套
で
あ
っ
た
「
東
洋
の
天
女
と
西
洋
の
天
使
の
折
衷
」
と
い
っ
た
解
釈
に
も
通

じ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
八
黙
居
士
の
評
は
、「
翼
型
の
羽
衣
」
と
い
う
意
匠
の

存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
二
十
世
紀
末
の
解
釈
と
は
決
定
的
に
異

な
っ
て
い
る
。「
東
洋
の
天
女
」
に
は
「
翼
が
な
い
」
─
も
し
く
は
「
翼
が
あ
っ
て
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は
な
ら
な
い
」
と
い
う
観
念
は
、
八
黙
居
士
の
中
に
は
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
。

そ
れ
で
も
、八
黙
居
士
が
「
西
洋
天
使
の
図
」
を
「
羽
衣
天
女
な
ら
ざ
る
も
の
」「
羽

衣
天
女
と
は
似
て
非
な
る
も
の
」
と
し
て
措
定
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

上
述
の
よ
う
に
、
江
戸
後
期
の
蘭
学
者
た
ち
は
、engel

やcherubim

と
い
っ

た
「
西
洋
天
使
の
図
」
を
「
天
狗
」
と
同
一
視
し
て
い
た
。
こ
れ
は
両
者
に
共
通

す
る
「
有
翼
人
身
」
な
い
し
「
人
の
要
素
を
持
つ
有
翼
像
」
と
い
う
形
態
的
な
側

面
の
み
に
着
目
し
た
結
果
で
あ
る
。
そ
う
し
た
視
座
は
、
蘭
学
者
た
ち
は
キ
リ
ス

ト
教
の
教
義
に
は
無
関
心
な
い
し
無
理
解
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た
が
故

で
あ
っ
た
。
し
か
し
蘭
学
の
興
隆
以
前
の
世
代
に
属
す
る
新
井
白
石
（
一
六
五
七

～
一
七
二
五
）
の
視
座
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。

白
石
は
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
屋
久
島
に
潜
入
し
て
捕
ら
え
ら
れ
た
シ

チ
リ
ア
出
身
の
司
祭
シ
ド
ッ
テ
ィ
（Giovanni Battista Sidotti, 1668-1714

）
に

対
す
る
尋
問
を
基
に
執
筆
し
た
『
西
洋
紀
聞
』
下
巻
の
中
で
、
神
に
よ
る
万
物
創

成
説
話
を
取
り
上
げ
、「
デ
ウ
ス
」
の
創
造
物
た
る
「
ハ
ラ
イ
ソ
」
に
割
註
を
付

し
て
「
ハ
ラ
イ
ソ
と
は
、
漢
に
訳
し
て
、
天
堂
と
い
ふ
。
仏
氏
い
は
ゆ
る
極
楽
世

界
の
ご
と
し
」
と
し
た
上
で
、
そ
の
「
ハ
ラ
イ
ソ
」
に
住
ま
う
「
無
量
無
数
の
ア

ン
ゼ
ル
ス
」
に
も
割
註
を
付
し
、「
ア
ン
ゼ
ル
ス
は
、
仏
氏
い
は
ゆ
る
光
音
天
人
の

類
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
語
に
、
ア
ン
ジ
ョ
と
い
ふ
な
り
」
と
し
て
い
る

三
八

。
こ
こ
で

は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
世
界
観
を
仏
教
的
な
世
界
観
と
の
類
比
に
よ
っ
て
捉
え
よ

う
と
す
る
視
座
の
下
で
、paradisus 

は
「
極
楽
世
界
」、 angelus

は
「
光
音
天
人
」

に
相
当
す
る
も
の
と
説
明
さ
れ
る
。「
光
音
天
」
は
色
界
十
八
天
の
第
六
天
で
あ
る

ābhassarā-deva

に
対
応
す
る
漢
訳
語
の
一
つ
で
あ
り
、
音
声
を
持
た
ず
、
口
か

ら
発
す
る
浄
光
を
言
語
と
す
る
こ
と
か
ら
そ
の
よ
う
に
訳
さ
れ
る
が
、
白
石
の
念

頭
に
あ
っ
た
の
は
仏
教
学
的
に
厳
密
な
意
味
で
の
「
光
音
天
人
」
と
い
う
よ
り
も
、

浄
土
変
相
図
（
浄
土
曼
荼
羅
）
や
来
迎
図
な
ど
に
見
え
る
菩
薩
形
の
聖
衆
の
姿
で

あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
点
は
、
後
の
岡
倉
天
心
が
『
東
洋
の
理
想
』
で
来
迎
図
の
聖

衆
を angels

と
呼
ぶ
こ
と
に
な
る

三
九

の
と
同
工
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
白
石
が
問
題

に
し
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
も
「
ア
ン
ゼ
ル
ス
」
の
属
性
で
あ
っ
て
、
造
形
表
現

で
は
な
い
。
そ
の
点
は
、
蘭
学
者
た
ち
が engel 

や cherubim
 

の
造
形
表
現
の

み
に
着
目
し
て
い
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教

に
お
け
る
「
神
の
使
者
」
に
関
す
る
白
石
の
理
解
は
、
蘭
学
者
た
ち
の
理
解
に
比

す
れ
ば
、
明
治
期
以
降
の
日
本
語
話
者
の
理
解
に
遙
か
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。実

際
に
は
、「
天
狗
」
や
「
天
使
」
が
「
羽
衣
天
女
な
ら
ざ
る
も
の
」
で
あ
る
の

と
同
様
に
、「
菩
薩
形
の
聖
衆
」
も
ま
た
「
羽
衣
天
女
な
ら
ざ
る
も
の
」
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
西
洋
の
天
使
」
と
「
東
洋
の
天
女
」
と
い
う
対
句
は
、
と
も
す

れ
ば
そ
の
こ
と
を
失
念
さ
せ
る
。
二
十
世
紀
末
に
再
登
場
し
た
《
羽
衣
天
女
》
の

翼
が
「
東
洋
の
天
女
と
西
洋
の
天
使
の
折
衷
」
の
産
物
と
見
な
さ
れ
て
き
た
の
も
、

そ
の
「
失
念
」
の
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
「
失
念
」
を
助
長

さ
せ
る
要
因
を
、《
羽
衣
天
女
》
の
側
も
抱
え
込
ん
で
い
た
。
菩
薩
形
の
服
制
が
そ

れ
で
あ
る
。

五
、
裸
形
像
の
代
替
と
し
て
の
菩
薩
形

《
羽
衣
天
女
》
の
天
人
像
は
、
上
半
身
を
ほ
ぼ
露
わ
に
し
て
条
帛
の
み
を
纏
い
、

下
半
身
に
は
裳
を
着
け
、
宝
冠
や
臂
釧
腕
釧
や
瓔
珞
で
身
を
飾
り
、
肩
か
ら
腕
に

か
け
て
天
衣
を
翻
し
て
い
る
。
慎
ま
し
や
か
な
孔
雀
尾
を
伴
う
「
翼
型
の
羽
衣
」
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を
除
け
ば
、
古
典
的
な
菩
薩
形
が
採
用
さ
れ
て
い
る
形
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し

た
服
制
は
、
必
ず
し
も
自
明
の
選
択
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
意
識
的
に
他
の

選
択
肢
が
排
除
さ
れ
た
結
果
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

実
際
、
芳
崖
の
天
人
図
画
稿
の
着
衣
の
貪
欲
な
折
衷
性
は
、
本
多
が
採
り
得
た

別
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、《
羽
衣
天
女
》
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た

周
延
の
『
富
嶽
集
』「
三
保
関
羽
衣
故
事
」（
図
⑧
）
の
重
厚
華
麗
な
和
漢
折
衷
風

の
装
束
を
想
起
し
て
も
よ
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
そ
の
二
年
後
に
山
本
芳
翠
が
《
浦

島
図
》（
図
⑨
）
で
描
い
た
乙
姫
の
眷
属
た
ち
の
よ
う
に
、
多
様
な
源
泉
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
多
様
な
小
道
具
に
よ
っ
て
豪
奢
な
異
界
性
を
演
出
す
る
こ
と

四
〇

も
可
能

だ
っ
た
。
逆
に
「
日
本
固
有
の
」
主
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
三
代
豊
国
が
『
双
筆
五
十
三
次
』「
江
尻
」（
図
⑩
）
で
採
用
し
て
い
た

よ
う
な
小
袖
衣
で
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
退
け
て
、
古
代
イ
ン
ド
美
術
に
起
源
を
持
つ
古
典
的
な
菩
薩
形
が
選

択
さ
れ
た
理
由
は
、
本
多
の
着
想
源
が
ブ
ー
グ
ロ
ー
の
裸
婦
像
で
あ
っ
た
こ
と
と

無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
古
典
的
な
菩
薩
形
は
、
唐
装
や
和
装
に
比
し
て
身
体
の

露
出
度
が
格
段
に
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
博
覧
会
と
い
う
公
的
な
場
に
展
示
可
能

な
形
で
裸
像
表
現
に
肉
薄
す
る
た
め
の
格
好
の
手
段
で
あ
っ
た
。
実
際
、
後
の
大

正
期
に
は
胸
乳
を
露
わ
に
し
た
半
裸
像
と
し
て
の
天
女
図
が
日
本
画
と
洋
画
の
双

方
で
流
行
を
見
て
い
る
こ
と

四
一

を
思
え
ば
、
本
多
の
《
羽
衣
天
女
》
は
そ
れ
ら
の

先
駆
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
大
正
期
に
流
行
し
た
半
裸
の
「
天

女
」
た
ち
は
も
っ
ぱ
ら
仏
教
的
な
聖
衆
と
し
て
の
天
人
で
あ
っ
て
、
羽
衣
説
話
の

天
人
で
は
な
い
。
何
よ
り
も
、
本
多
の
天
女
図
の
発
表
当
時
の
状
況
は
大
正
期
と

は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
こ
の
前
年
の
明
治
二
十
二
年
に
出
来
し
た

女
体
の
表
象
を
め
ぐ
る
一
連
の
論
議

四
二

は
無
視
で
き
な
い
。

発
端
は
、
一
月
二
日
発
行
の
『
国
民
之
友
』
第
三
十
七
号
附
録
の
山
田
美
妙

（
一
八
六
八
～
一
九
一
〇
）
に
よ
る
歴
史
小
説
『
胡
蝶
』
と
、
こ
れ
に
渡
辺
省
亭

（
一
八
五
二
～
一
九
一
八
）
が
付
し
た
木
版
挿
絵
（
図
⑪
）
が
惹
起
し
た
「
裸ら

胡
蝶

論
争
」
で
あ
る
。
省
亭
の
挿
絵
は
、
壇
ノ
浦
か
ら
落
ち
延
び
る
途
上
で
海
中
に
落

ち
た
平
家
方
の
宮
女
胡
蝶
が
岸
辺
に
辿
り
着
き
、
脱
衣
姿
で
か
ね
て
よ
り
慕
っ
て

い
た
旗
下
二
郎
春
風
と
遭
遇
す
る
場
面
を
描
く
。
美
妙
は
本
文
中
で
脱
衣
姿
の
胡

蝶
を
「
美
術
の
神
髄
と
も
言
ふ
べ
き
曲
線
で
う
ま
く
組
立
ら
れ
た
裸
体
の
美
人
」

と
形
容
し
、「
あ
ゝ
高
尚
。
真
の
「
美
」
は
即
ち
真
の
「
高
尚
」
で
す
」
と
付
け
加

え
る
。
こ
れ
を
『
読
売
新
聞
』「
寄よ

せ
ぶ
み書

」
欄
に
寄
せ
ら
れ
た
投
書
が
「
美
術
の
濫
用
」

と
難
じ
た
こ
と

四
三

を
発
端
に
、
硬
軟
織
り
交
ぜ
た
多
様
な
水
準
の
賛
否
が
飛
び
交

う
こ
と
と
な
る
が

四
四

、
女
体
を
「
美
」
的
で
「
高
尚
」
な
も
の
と
し
て
称
揚
し
、

裸
体
を
「
人
界
の
衣
類
を
脱
却
し
た
天
真
の
処
」
と
し
て
、
そ
の
言
語
的
・
造
形

的
表
象
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
美
妙
の
主
張
は
、
省
亭
に
よ
る
挿
絵
の
拙
劣
さ

や
本
文
と
の
齟
齬
も
相
ま
っ
て
、
説
得
力
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
と
は
言
い

難
い
。
む
し
ろ
「
兎
に
角
不
体
裁
な
る
婦
人
の
裸
体
を
美
の
神
髄
と
し
て
も
の
し

た
る
小
説
」と
い
う
巌
谷
小
波
の
批
判
が
典
型
的
で
あ
る
よ
う
に
、裸
の
女
体
を「
不

体
裁
」
な
も
の
と
見
て
、
そ
れ
を
描
写
す
る
文
章
や
画
像
は
春
本
や
春
画
に
類
す

る
も
の
と
捉
え
る
見
解
が
優
勢
を
占
め
て
い
た
。

そ
の
一
方
で
、
こ
の
論
争
が
進
行
中
で
あ
っ
た
二
月
五
日
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌

『
美
術
園
』
の
創
刊
号
は
、
口
絵
と
し
て
「
ア
フ
ロ
シ
ー
テ
」
と
題
す
る
線
画
の

裸
婦
像
（
図
⑫
）
を
博
士
△
Ｋ
の
名
義
で
掲
載
し
て
お
り
、
続
く
第
二
号
と
第
三

号
に
は
「
裸
体
画
の
美
術
た
る
所
以
を
論
ず
」
と
題
す
る
無
署
名
記
事
が
連
載
さ
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れ
て
い
る
。
ま
た
八
月
に
は
『
絵
画
叢
誌
』
の
無
署
名
記
事
「
裸
体
の
美
人
」
が
、

西
洋
美
術
に
お
け
る
裸
婦
像
の
意
義
を
説
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
触
発
さ
れ
る
形
で
、
同
年
九
月
発
行
の
『
新
著
百
種
』
第
五
号
に
掲

載
さ
れ
た
幸
田
露
伴
（
一
八
六
七
～
一
九
四
七
）
の
小
説
『
風
流
仏
』
は
、
裸
婦

像
彫
刻
を
主
題
と
し
て
い
る
。
主
人
公
の
若
き
仏
師
珠
運
は
、
裏
切
ら
れ
て
な
お

恋
慕
と
理
想
視
の
対
象
で
あ
る
女
人
お
辰
に
擬
し
た
白
衣
観
音
像
を
彫
り
上
げ
た

後
、「
自お

の己
が
意
匠
の
飾
を
捨
て
人
の
天
真
の
美
を
露
は
」
す
た
め
に
、
そ
れ
を
裸

像
へ
と
彫
り
直
す
。
こ
の
彫
像
は
や
が
て
生
身
の
肉
体
を
得
た
か
の
よ
う
に
珠
運

の
前
に
立
ち
現
れ
始
め
、
珠
運
は
陶
酔
の
内
に
こ
の
像
と
一
体
化
し
て
ゆ
く
。
最

後
は
「
自お

の

が
帰
依
仏
の
来
迎
に
辱

か
た
じ
けな

く
も
拯す

く

い
と
ら
れ
て
、
お
辰
と
共
に
手
を
携

え
肩
を
駢な

ら

べ
優
々
と
雲
の
上
に
」
往
生
を
遂
げ
、
残
さ
れ
た
彫
像
は
「
風
流
仏
」

と
し
て
人
々
の
信
仰
対
象
と
な
る
。

こ
の
ピ
ュ
グ
マ
リ
オ
ン
め
い
た
縁
起
譚
に
平
福
穂
庵
（
一
八
四
四
～
一
八
九
〇
）

が
付
し
た
口
絵
（
図
⑬
）
は
、
頭
光
を
伴
う
蓬
髪
の
女
人
が
全
裸
で
雲
中
に
浮
遊

す
る
姿
を
、
あ
た
か
も
木
板
に
刻
ま
れ
た
浮
彫
が
現
身
と
し
て
出
現
し
た
か
の
よ

う
に
描
い
て
お
り
、
画
面
下
部
に
は
そ
の
木
板
を
刻
ん
だ
鑿
と
槌
が
木
屑
と
と
も

に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
裸
婦
像
の
長
い
手
足
や
頭
身
の
高
さ
は
欧
米
産
の
粉
本

の
参
照
を
示
し
て
い
る
が
、
中
西
梅
花
（
一
八
六
六
～
一
八
九
八
）
は
そ
の
描
写

の
拙
劣
さ
を
「
言
語
道
断
」
と
し

四
五

、饗
庭
篁
村
は
「
裸
体
美
人
の
挿
絵
」
で
「
俗

を
驚
か
し
て
売
ら
ん
と
す
る
」
魂
胆
を
難
じ
て
い
る

四
六

。

さ
ら
に
十
一
月
に
は
、『
読
売
新
聞
』
が
『
裸ら

美
人
』
と
題
す
る
尾
崎
紅
葉

（
一
八
六
八
～
一
九
〇
三
）
の
短
編
滑
稽
小
説
を
掲
載
す
る

四
七

。
大
筋
は
、「
曲
線

美
！

　
曲
線
美
！

　
曲
線
の
配
合
か
ら
成な

り
た
つ立

所
の
、
女
人
の
裸
體
ハ
「
美
」
の
神

髄
で
あ
る
！
」
と
い
う
「
裸
美
宗
」
に
帰
依
す
る
美
術
家
が
、
自
身
の
宗
旨
を
弘

め
ん
が
た
め
、
新
妻
に
対
し
て
全
裸
で
披
露
宴
に
臨
む
こ
と
を
要
求
し
、
新
妻
だ

け
で
な
く
実
母
や
下
女
に
ま
で
愛
想
を
尽
か
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
、『
蝴
蝶
』
へ

の
当
て
擦
り
が
明
白
で
あ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
女
体
論
議
に
便
乗
す
る
形
で
、
明
治
二
十
二
年
九
月
頃
に
は

石
版
画
に
よ
る
少
な
く
と
も
十
数
種
の
裸
美
人
図
が
絵
双
紙
屋
の
店
先
を
飾
っ
て

お
り

四
八

、
紅
葉
の
『
裸
美
人
』
に
も
そ
れ
ら
へ
の
言
及
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
解
剖

学
的
・
構
造
的
な
人
体
把
握
の
欠
如
と
体
表
面
の
瑣
末
な
凹
凸
へ
の
拘
泥
が
際
立
っ

て
お
り
、
欧
米
産
の
粉
本
が
参
照
さ
れ
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
（
図
⑭
）。
ま
た

多
く
が
入
浴
な
い
し
浴
後
の
納
涼
と
い
う
設
定
を
と
っ
て
い
る
点
な
ど
は
、
浮
世

絵
の
あ
ぶ
な
絵
と
の
連
続
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
同
年
十
一
月

中
旬
に
風
俗
壊
乱
の
廉
で
発
禁
と
す
る
内
務
省
告
示
が
出
さ
れ
て
い
る
が

四
九

、
新

聞
記
事
も
こ
れ
ら
を
春
画
に
類
す
る
も
の
と
断
じ
、「
美
術
」
の
埒
外
に
あ
る
も
の

と
見
な
し
て
い
る

五
〇

。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
は
、
実
に
八
年
ぶ
り
に
公
設
展
で
の
展
示
を
許
さ
れ
た

洋
画
家
が
、
裸
形
の
女
人
像
を
描
い
た
油
絵
を
出
展
す
る
と
い
う
選
択
肢
は
あ
り

得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
古
典
的
な
菩
薩
形
は
、
い
わ
ば
裸
形
像
の
代

替
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
古
典
的
な
菩
薩
形
の
装
束
は
、《
羽
衣
天
女
》
に

否
応
も
な
く
擬
似
仏
画
と
し
て
の
外
見
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

六
、「
歴
史
画
」
の
創
出
と
「
古
典
主
義
」
へ
の
接
近

鴎
外
は
、《
羽
衣
天
女
》
に
あ
れ
こ
れ
と
難
癖
を
つ
け
つ
つ
も

五
一

、「
さ
れ
ど
原
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「
有
翼
の
天
女
図
」
十
考 

─
本
多
錦
吉
郎
《
羽
衣
天
女
》
再
論
─
（
龍
野
）

（13）

田
氏
の
観
音
を
除
き
て
は
、
今
陳
ね
た
る
油
画
の
中
に
て
、
此
画
ぞ
宗
教
画
乃
至

神
学
画
中
の
観
る
に
足
る
も
の
な
る
べ
き
」
と
評
す
る
。
こ
こ
で
鴎
外
が
念
頭
に

置
い
て
い
る
「
宗
教
画
」
と
は
仏
画
で
あ
り
、「
神
学
画
」
な
る
も
の
は
非
仏
教
的

な
神
話
や
伝
説
を
主
題
と
す
る
絵
画
の
謂
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
鴎
外
は
本

多
の
《
羽
衣
天
女
》
を
決
し
て
「
仏
画
」
と
は
見
な
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
が
、そ
の
上
で
、鴎
外
は
原
田
直
次
郎
の
《
騎
龍
観
音
》（
図
⑮
）
と
本
多
の
《
羽

衣
天
女
》
を
同
一
範
疇
に
属
す
る
も
の
と
見
て
い
た
。

こ
の
鴎
外
の
評
を
踏
襲
す
る
よ
う
に
、
二
十
世
紀
末
に
再
出
現
し
て
以
降
、《
羽

衣
天
女
》
は
原
田
の
《
騎
龍
観
音
》
と
し
ば
し
ば
比
較
さ
れ
、
ま
た
同
工
視
さ
れ

て
き
た
。
確
か
に
、
浮
世
絵
な
り
仏
画
な
り
と
い
っ
た
平
面
的
で
抽
象
的
な
様
式

性
を
備
え
た
在
来
の
絵
画
形
式
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
図
像
を
、
即
物
的
な

再
現
性
を
旨
と
す
る
油
彩
画
と
い
う
外
来
の
絵
画
形
式
に
よ
っ
て
実
現
す
る
、
い

わ
ば
様
式
的
な
翻
訳
の
試
み
と
し
て
は
、
両
者
は
共
通
性
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、

獣
的
な
要
素
（
翼
、
龍
）
を
伴
っ
て
飛
翔
す
る
「
偉
大
な
女
性
」（
的
存
在
）
を
、

礼
拝
像
的
な
形
式
性
を
備
え
た
単
独
像
と
し
て
、
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
画
面
に

描
い
て
い
る
点

五
二

で
も
、
両
者
は
一
定
の
類
似
性
を
備
え
て
い
る
。
し
か
し
両
者

の
絵
画
的
戦
略
は
、
実
の
と
こ
ろ
極
め
て
対
照
的
な
の
で
あ
る
。

《
騎
龍
観
音
》
の
絵
画
的
戦
略
は
、
元
来
は
礼
拝
の
対
象
で
あ
る
「
仏
画
」
と
い

う
絵
画
形
式
が
そ
の
ま
ま
「
歴
史
画
」
に
読
み
替
え
ら
れ
る
と
の
前
提
に
立
っ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
成
否
は
、「
仏
画
」
と
い
う
絵
画
形
式
に
期
待
さ
れ
る
崇

高
さ
を
い
か
に
目
減
り
さ
せ
る
こ
と
な
く
油
彩
画
に
変
換
で
き
る
か
に
か
か
っ
て

い
た
。
そ
の
意
味
で
は
、《
騎
龍
観
音
》
は
文
字
通
り
に
「
油
彩
の
仏
画
」五

三
の
試

み
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
《
羽
衣
天
女
》
の
戦
略
は
、
絵
双
紙
や
浮
世
絵
の
よ
う
な
卑
俗

な
媒
体
に
由
来
す
る
図
像
に
依
拠
す
る
こ
と
で
「
歴
史
画
」
を
達
成
し
よ
う
と
す

る
も
の
だ
っ
た
。
画
家
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
既
に
高
い
格
式
を
獲
得
済
み
の
絵

画
形
式
を
油
彩
画
に
翻
訳
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
い
ま
だ
明
確
な
格
式
を
持
た
な

い
図
像
を
、
油
彩
画
に
期
待
さ
れ
る
再
現
的
な
描
写
手
法
を
梃
子
に
、「
歴
史
画
」

に
相
応
し
い
も
の
へ
と
止
揚
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
歴
史
画
戦
略
の
差
異
と
、
各
々
の
画
家
と
し
て
の
技
量
や
志
向
性
の

差
異
と
を
反
映
し
て
、
両
者
の
絵
画
的
方
法
論
も
ま
た
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

在
来
の
絵
画
芸
術
の
蓄
積
も
し
く
は
伝
統
と
、
そ
れ
ら
と
相
互
補
完
的
な
関
係
を

築
い
て
い
る
同
時
代
の
視
覚
的
な
慣
習
に
洋
画
家
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
峙
し
、

油
彩
に
よ
る
歴
史
画
と
い
う
新
た
な
「
伝
統
」
を
い
か
に
し
て
創
出
す
る
か
と
い

う
課
題
に
対
す
る
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
対
応
の
表
れ
で
も
あ
っ
た
。

《
騎
龍
観
音
》
は
、
規
定
の
図
像
を
構
成
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
を
逐
語
的
に
再
現
的

様
式
へ
と
置
換
し
て
い
る
。
観
音
像
や
龍
と
い
っ
た
触
知
可
能
な
量
感
を
備
え
た

モ
テ
ィ
ー
フ
だ
け
で
な
く
、
龍
と
絡
み
合
う
炎
や
霞
、
背
後
に
渦
巻
く
暗
雲
と
、

そ
の
奥
で
く
ぐ
も
っ
た
光
を
発
散
す
る
天
体
、
そ
の
光
を
鈍
く
反
射
し
な
が
ら
波

立
つ
暗
い
水
面
と
い
っ
た
、
非
量
塊
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
に
い
た
る
全
て
の
要
素
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
過
剰
な
ま
で
の
物
理
的
な
実
在
感
を
発
散
し
つ
つ
、
描
か
れ
た
空
間

の
手
前
か
ら
奥
ま
で
を
、
隈
な
く
連
続
的
に
充
填
し
て
い
る
。

そ
の
濃
密
な
空
間
の
中
に
立
つ
観
音
像
の
モ
デ
ル
を
務
め
た
の
は
山
本
鼎

（
一
八
八
二
～
一
九
四
六
）
の
母
た
け
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
が

五
四

、
瓔
珞
が

掛
け
ら
れ
た
胸
部
は
扁
平
に
造
形
さ
れ
て
お
り
、
女
体
よ
り
も
む
し
ろ
痩
身
の
青

少
年
の
肉
体
を
思
わ
せ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
図
像
学
な
要
請
に
従
っ
て
中
性
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化
は
行
わ
れ
て
い
て
も
、
抽
象
化
は
全
く
志
向
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
顔
貌
や
肉

身
部
は
個
性
を
持
っ
て
実
在
す
る
生
身
の
人
間
を
思
わ
せ
る
肉
感
性
を
発
散
し
て

い
る
。
そ
う
し
た
造
形
に
つ
い
て
、
鴎
外
は
以
下
の
よ
う
に
弁
じ
て
い
る
。

或
人
は
此
観
音
を
見
て
餘
り
に
美
な
る
た
め
に
猥
褻
の
念
を
起
す
と
い

ひ
し
が
、
凡
そ
彫
刻
に
て
も
画
像
に
て
も
又
詩
譜
に
て
も
、
こ
れ
を
作

り
し
匠
人
の
故
ら
に
狡
猾
の
手
段
を
弄
し
て
、
人
の
慾
火
を
煽
ぐ
如
き

は
、
素
よ
り
尤
む
べ
し
。
如
何
と
い
ふ
に
其
目
的
既
に
美
術
の
境
地
を

離
れ
た
れ
ば
な
り
。
而
れ
ど
も
端
厳
の
相
も
こ
れ
を
書
き
て
肌
膚
骨
肉

其
真
に
迫
ら
ん
と
す
る
と
き
は
、
俗
士
の
こ
れ
に
対
し
て
妄
念
を
生
ず

る
こ
ろ
あ
る
べ
き
は
多
言
を
費
や
さ
ず
し
て
知
る
べ
し
。
是
れ
美
術
家

の
罪
に
あ
ら
ず
し
て
観
者
の
罪
な
る
の
み
。
豈
道
ふ
に
足
ら
ん
や
。
苟

も
清
浄
の
心
を
以
て
こ
れ
を
見
ば
、
こ
の
観
音
大
士
の
相
、
實
に
膜
拝

す
る
に
耐
へ
た
り
。

こ
の
長
広
舌
に
は
前
年
の
女
体
論
争
の
残
響
が
濃
厚
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の

饒
舌
な
弁
護
は
、《
騎
龍
観
音
》
が
当
時
の
鑑
賞
者
に
与
え
た
衝
撃
の
内
実
が
何
で

あ
っ
た
の
か
を
示
し
て
余
り
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
《
羽
衣
天
女
》
は
、
空
間
の
処
理
も
像
本
体
の
造
形
も
、《
騎
龍

観
音
》
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
単
純
明
快
な
地
と
図
の
関
係
の
み
が
作

ら
れ
て
お
り
、
連
続
的
な
空
間
の
奥
行
き
を
構
築
す
る
こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心

が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
画
面
下
部
の
富
嶽
と
三
保
半
島
の
描
写
は
、
天
人
が
空
高

く
飛
行
し
て
い
る
こ
と
を
表
示
し
て
は
い
る
が
、
ざ
ら
つ
い
た
顔
料
の
質
感
が
重

厚
さ
よ
り
も
物
質
的
な
脆
弱
さ
を
感
じ
さ
せ
る
書
割
め
い
た
風
景
描
写
は
、
簡
潔

と
い
う
よ
り
も
単
に
素
朴
で
あ
り
、
稚
拙
と
す
ら
形
容
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
画
家
の
関
心
は
濃
密
な
絵
画
的
空
間
の
構
築
で
は
な
く
、
天

人
像
そ
の
も
の
の
造
形
に
集
中
し
て
い
る
。
な
お
か
つ
画
家
は
、
堅
固
で
彫
刻
的

な
様
式
性
を
志
向
し
て
い
る
。
天
人
像
の
腕
か
ら
体
幹
部
に
か
け
て
の
滑
ら
か
に

抽
象
化
さ
れ
た
円
筒
状
の
肉
付
け
や
、
生
身
の
人
間
の
肌
よ
り
も
明
る
く
白
く
冷

や
や
か
で
、
従
っ
て
生
々
し
さ
の
希
薄
な
彩
色
は
、
大
理
石
彫
像
を
模
倣
し
よ
う

と
す
る
西
欧
の
新
古
典
主
義
絵
画
に
近
似
し
て
い
る
と
も
、
鶴
岡
八
幡
宮
や
江
ノ

島
神
社
の
裸
弁
天
の
よ
う
な
在
来
の
彩
色
彫
像
に
接
近
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

鴎
外
は
こ
れ
を
「
肌
肉
硬
き
に
過
ぎ
て
、飄
杳
た
る
風
致
な
し
」
と
評
し
て
い
る
が
、

同
様
の
「
肌
肉
硬
き
」
造
形
は
、
本
多
の
二
年
後
の
作
品
《
観
梅
図
（
藤
原
俊
成

女
観
梅
ノ
図
）》（
図
⑯
）
と
も
共
通
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
硬
質

な
造
形
は
、
こ
の
時
期
の
本
多
の
技
術
的
限
界
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、

こ
の
間
の
本
多
が
公
開
展
示
を
目
的
と
し
て
制
作
し
た
作
品
に
通
有
の
志
向
性
を

示
す
も
の
と
も
言
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
と
本
多
自
身
に
よ
る
ブ
ー
グ
ロ
ー

の
摸
写
の「
肌
肉
」の
質
感
描
写
と
を
比
較
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ブ
ー
グ
ロ
ー

の
摸
写
と
は
異
な
り
、《
羽
衣
天
女
》
で
は
彫
刻
的
な
様
式
性
が
生
身
の
身
体
が
持

つ
肉
感
性
を
想
起
さ
せ
る
要
素
を
圧
倒
し
て
お
り
、
多
彩
な
彩
色
の
不
透
明
な
布

帛
に
覆
わ
れ
た
胴
体
か
ら
下
肢
に
か
け
て
も
、
堅
固
で
重
厚
な
量
塊
性
が
際
だ
っ

て
い
る
。

「
様
式
」
と
い
う
問
題
を
敢
え
て
図
式
的
に
捉
え
る
な
ら
ば
、《
騎
龍
観
音
》
と
《
羽

衣
天
女
》
の
差
異
は
、
い
と
も
容
易
く
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
流
の
連
鎖
的
な
二
項
対
立

に
回
収
で
き
る
。《
騎
龍
観
音
》
が
「
奥
行
的
」
で
「
絵
画
的
」
で
あ
り
、し
た
が
っ

て
「
バ
ロ
ッ
ク
的
」
で
あ
る
の
に
対
し
、《
羽
衣
天
女
》
は
「
平
面
的
」
で
「
彫
塑
的
」

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
古
典
的
」
で
あ
る
、
と
。
無
論
こ
れ
ら
は
「
比
較
」
と
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「
有
翼
の
天
女
図
」
十
考 

─
本
多
錦
吉
郎
《
羽
衣
天
女
》
再
論
─
（
龍
野
）

（15）

い
う
作
業
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
相
対
的
な
形
容
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
本
多
の

天
女
像
の
肌
の
白
々
と
し
た
色
合
い
や
、
古
代
裂
を
思
わ
せ
る
文
様
を
伴
っ
た
衣

裳
の
華
麗
さ
に
、
原
田
の
観
音
像
よ
り
も
む
し
ろ
三
年
後
に
竹
内
久
一
（
一
八
五
七

～
一
九
一
六
）
が
シ
カ
ゴ
万
博
に
出
品
し
た
《
技
芸
天
》（
東
京
藝
術
大
学
美
術
館
、

図
⑰
）
と
の
親
近
性
を
認
め
る
な
ら
ば
、《
羽
衣
天
女
》
の
「
彫
塑
的
」
で
「
古
典
的
」

な
性
格
は
、
単
な
る
相
対
的
な
形
容
以
上
の
意
味
を
帯
び
始
め
る
。

実
際
、
こ
の
天
女
像
の
顔
面
全
体
の
滑
ら
か
な
卵
形
の
肉
付
け
や
、
伏
し
目
勝

ち
で
切
れ
長
の
目
と
瞼
、
鼻
梁
か
ら
眉
に
か
け
て
の
鋭
角
的
な
稜
線
が
描
く
張
り

の
あ
る
曲
線
、
幾
分
か
う
ね
り
を
持
っ
た
唇
の
形
態
は
、
血
色
に
乏
し
い
単
彩
的

な
彩
色
と
も
ど
も
、
例
え
ば
東
大
寺
三
月
堂
の
日
光
月
光
菩
薩
像
や
秋
篠
寺
の
技

芸
天
像
の
よ
う
な
、
天
平
期
の
彫
塑
像
の
頭
部
の
単
色
写
真
が
参
照
さ
れ
て
い
た

可
能
性
を
示
唆
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、本
多
の
天
人
像
を
三
年
後
の
山
本
芳
翠
の《
浦

島
図
》
の
乙
姫
の
眷
属
た
ち
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
一
層
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。

こ
の
群
像
の
媚
態
に
満
ち
た
笑
顔
や
、
血
色
の
良
さ
と
体
表
面
の
表
層
的
な
凹
凸

に
拘
泥
す
る
あ
ま
り
骨
格
を
欠
い
た
身
体
描
写
に
窺
わ
れ
る
放
恣
な
ま
で
の
官
能

性
志
向
は
、
本
多
の
天
人
像
の
禁
欲
的
で
硬
質
な
様
式
性
志
向
の
対
極
に
あ
る
。

《
羽
衣
天
女
》
の
そ
う
し
た
志
向
性
は
、
し
か
し
画
家
の
個
人
的
資
質
の
反
映
で

あ
る
以
上
に
、
時
代
の
状
況
に
対
す
る
反
応
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
明

治
二
十
一
年
の
五
月
か
ら
九
月
に
行
わ
れ
た
宮
内
・
内
務
・
文
部
の
三
省
合
同
に

よ
る
大
規
模
な
畿
内
宝
物
調
査
を
機
に
、
古
代
日
本
の
仏
像
彫
刻
を
「
日
本
美
術
」

に
と
っ
て
の
最
大
の
「
古
典
」
と
し
て
規
範
化
す
る
傾
向
が
急
速
に
高
ま
り
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
そ
の
中
心
に
い
た
の
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、九
鬼
隆
一
、

岡
倉
天
心
と
い
っ
た
洋
画
排
斥
派
の
領
袖
た
ち
で
あ
り
、
と
り
わ
け
明
治
二
十
三

年
十
月
に
東
京
美
術
学
校
の
校
長
に
就
任
し
た
岡
倉
が
同
校
で
開
始
し
た
「
日
本

美
術
史
」
講
義
が
、
天
平
期
の
仏
像
彫
刻
を
「
西
洋
人
の
誇
称
す
る
所
」
の
「
か

の
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
」
に
匹
敵
す
る
「
我
邦
彫
刻
上
の
発
展
」
の
「
極
」
と
位
置
づ

け
て
見
せ
た
こ
と

五
五

は
よ
く
知
ら
れ
る
。

こ
の
「
日
本
美
術
史
」
講
義
自
体
は
《
羽
衣
天
女
》
に
先
立
つ
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、天
平
彫
刻
を
頂
点
と
す
る
古
代
日
本
の
仏
像
彫
刻
を「
日
本
美
術
」に
と
っ

て
の
規
範
な
い
し
「
古
典
」
と
見
な
す
価
値
観
は
、
既
に
《
羽
衣
天
女
》
の
画
家

の
前
に
差
し
出
さ
れ
て
い
た
。
中
で
も
三
省
合
同
宝
物
調
査
の
成
果
を
反
映
す
る

形
で
明
治
二
十
二
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
内
外
名
士
日
本
美
術
論
』五

六
の
存
在
は

大
き
い
。
ま
た
、同
年
十
月
に
岡
倉
ら
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
美
術
研
究
誌
『
国
華
』

は
、
単
な
る
古
器
旧
物
の
賞
翫
で
は
な
く
、
同
時
代
の
美
術
家
た
ち
の
制
作
活
動

に
積
極
的
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
第
二
号
に
は
、
三
省
合

同
調
査
に
際
し
て
実
作
家
の
立
場
で
古
代
彫
刻
の
技
法
的
研
究
を
行
っ
た
高
村
光

雲（
一
八
五
二
～
一
九
三
四
）が「
奈
良
の
彫
刻
を
観
て
」と
題
す
る
記
事
を
寄
稿
し
、

古
代
の
仏
像
彫
刻
と
り
わ
け
天
平
期
の
そ
れ
ら
の
積
極
的
な
研
究
を
美
術
家
た
ち

に
呼
び
か
け
て
い
る
。

《
羽
衣
天
女
》
は
、
そ
う
し
た
状
況
に
反
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
作
品
は
、

相
対
的
に
「
古
典
的
」
と
形
容
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
明
確
に
「
古
典
主
義
的
」

な
志
向
性
を
有
し
て
い
る
。
仏
教
的
な
聖
衆
な
ら
ざ
る
羽
衣
天
女
像
の
装
束
と
し

て
、
古
代
イ
ン
ド
美
術
に
起
源
を
持
つ
古
典
的
な
菩
薩
形
を
採
用
し
、
生
身
の
肉

体
の
再
現
よ
り
も
彫
塑
的
な
造
形
性
を
選
択
し
た
時
、画
家
は
「
本
邦
固
有
の
美
術
」

に
と
っ
て
の
規
範
も
し
く
は
「
古
典
的
」
な
あ
り
方
を
、
仏
教
美
術
と
り
わ
け
仏

像
彫
刻
の
中
に
求
め
て
い
る
。
あ
る
い
は
「
日
本
的
で
あ
る
こ
と
」
と
「
仏
教
的
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で
あ
る
こ
と
」
が
同
一
視
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
こ
で
は
、
仏
教
が

元
来
は
外
来
宗
教
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
仏
教
図
像
が
本
質
的
に
外
来
的
な
要
素
を

包
含
し
て
い
る
こ
と
も
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
的
な
画
像
類
や
彫
塑
類
に
接
近

す
る
こ
と
は
、
仏
教
と
い
う
宗
教
の
教
義
や
世
界
観
に
接
近
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

「
日
本
的
」
と
い
う
符
牒
を
獲
得
す
る
手
段
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
自
体
と
し
て
は
錯
覚
以
外
の
何
物
で
も
な
い
こ
う
し
た
認
識
は
、
し
か
し

《
羽
衣
天
女
》
の
画
家
に
固
有
の
個
人
的
な
錯
覚
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
九
鬼
や

岡
倉
と
い
っ
た
国
粋
派
内
部
の
改
革
派
の
主
導
で
推
進
さ
れ
て
い
た
文
化
財
行
政

や
、
そ
れ
と
表
裏
一
体
の
形
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
、
後
に
「
日
本
美
術
史
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
知
の
体
系
が
立
脚
せ
ざ
る
を
得
な
い
大
前
提
で
も
あ
っ
た
。

現
実
に
は
、過
去
の
「
日
本
美
術
」
の
全
て
が
仏
教
美
術
で
あ
っ
た
は
ず
も
な
い
。

し
か
し
、
欧
米
諸
国
と
い
う
外
部
を
反
措
定
と
し
て
「
日
本
」
と
い
う
「
想
像
の

共
同
体
」
が
措
定
さ
れ
る
と
き
、
欧
米
諸
国
で
支
配
的
な
キ
リ
ス
ト
教
に
匹
敵
す

る
だ
け
の
体
系
性
を
持
ち
、
か
つ
豊
富
な
美
的
造
形
物
を
産
出
し
た
日
本
の
在
来

宗
教
と
し
て
は
、
仏
教
が
対
置
さ
れ
る
ほ
か
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
も
っ
ぱ
ら
仏
教

美
術
の
中
に
「
国
ノ
精
華
」
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
存
在
し
て
い
た
。
仏

教
的
造
形
物
や
そ
れ
が
差
し
出
す
形
態
お
よ
び
図
像
は
、「
仏
教
」
と
い
う
特
定
の

宗
教
の
教
義
や
世
界
観
の
表
象
と
し
て
で
は
な
く
、「
日
本
」
と
い
う
「
想
像
の
共

同
体
」
と
結
び
つ
い
た
も
の
と
し
て
再
解
釈
さ
れ
、
再
利
用
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
た
。

《
羽
衣
天
女
》
の
服
制
や
彫
塑
的
な
造
形
は
、
そ
う
し
た
文
脈
を
前
提
と
し
て
い

る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
絵
双
紙
や
浮
世
絵
類
と
い
っ
た
卑
俗
な
媒
体
と
強
く
結
び

付
い
て
い
た
「
翼
型
の
羽
衣
を
伴
う
天
人
」
と
い
う
図
像
に
、
よ
り
高
尚
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
「
歴
史
画
」
と
い
う
絵
画
形
式
に
相
応
し
い
、「
本
邦

固
有
」
の
格
調
を
付
与
す
る
た
め
の
選
択
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
同
時

代
の
観
衆
が
期
待
す
る
崇
高
さ
や
高
尚
さ
の
地
平
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
仏
教
彫

刻
を
擬
態
す
る
と
い
う
方
法
は
、
服
制
考
証
の
次
元
だ
け
で
な
く
、
様
式
性
を
付

与
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
少
な
く
と
も
、《
騎

龍
観
音
》
に
対
し
て
「
或
人
」
が
覚
え
た
と
鴎
外
が
伝
え
る
よ
う
な
「
猥
褻
の
念
」

を
封
じ
る
効
果
は
十
分
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　そ
の
一
方
で
、
大
き
な
白
い
翼
と
貧
弱
な
孔
雀
尾
と
い
う
異
種
交
配
的
な
羽

衣
の
造
形
は
、
あ
る
意
味
で
失
策
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
無
論
、
こ
れ
が
錦
絵

に
見
ら
れ
る
羽
衣
の
よ
う
に
極
彩
色
で
彩
ら
れ
、
長
大
な
尾
羽
根
を
翻
し
て
い
た

と
す
れ
ば
、
画
面
全
体
の
印
象
が
ひ
ど
く
煩
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
容
易

に
予
想
さ
れ
る
が
、
油
絵
的
な
様
式
で
重
厚
に
描
出
さ
れ
た
、
多
彩
な
色
彩
も
豊

か
な
尾
羽
根
も
欠
い
た
羽
衣
は
、
観
衆
に
と
っ
て
は
少
な
か
ら
ず
違
和
感
を
覚
え

さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
違
和
感
を
、
あ
る
者
は
「
烏
天
狗
か
鳶
の
巣
立
ち
」

と
形
容
し
、
あ
る
者
は
「
西
洋
天
使
」
か
ら
の
借
用
に
よ
る
も
の
と
見
立
て
た
。

彼
ら
が
そ
こ
に
見
た
も
の
は
、「
羽
衣
天
女
な
ら
ざ
る
も
の
」
へ
の
接
近
に
他
な
ら

な
か
っ
た
。

結
び
に
か
え
て

鴎
外
が
《
羽
衣
天
女
》
に
対
し
て
「
此
画
ぞ
宗
教
画
乃
至
神
学
画
中
の
観
る
に

足
る
も
の
な
る
べ
き
」
と
い
う
評
価
を
下
し
た
時
、
彼
は
《
羽
衣
天
女
》
が
「
宗

教
画
」
即
ち
「
仏
画
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
神
学
画
」
即
ち
「
神
話
画
」

で
あ
る
こ
と
を
正
確
に
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
認
識
は
、
こ
の
作
品
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「
有
翼
の
天
女
図
」
十
考 

─
本
多
錦
吉
郎
《
羽
衣
天
女
》
再
論
─
（
龍
野
）

（17）

が
二
十
世
紀
末
に
再
出
現
し
た
時
に
は
失
わ
れ
て
い
る
。
菩
薩
形
の
着
衣
と
単
独

礼
拝
像
に
類
す
る
画
面
形
式
が
、
こ
の
天
女
像
を
「
羽
衣
天
女
な
ら
ざ
る
も
の
」

と
し
て
の
仏
教
的
な
聖
衆
と
混
同
さ
せ
、《
羽
衣
天
女
》
を
「
油
彩
の
仏
画
」
と
錯

覚
さ
せ
る
結
果
を
招
い
た
か
ら
で
あ
る
。

狩
野
芳
崖
の
天
人
図
構
想
と
は
異
な
っ
た
形
で
、
し
か
し
結
果
的
に
は
芳
崖
の

天
人
図
と
同
様
に
、
本
多
の
羽
衣
天
女
像
も
ま
た
擬
似
礼
拝
画
な
い
し
擬
似
仏
画

と
し
て
の
性
格
を
抱
え
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
後
に
「
翼
型
の
羽
衣
を
伴
っ
て

飛
翔
す
る
天
人
」
と
い
う
図
像
そ
れ
自
体
が
、
根
底
か
ら
否
定
さ
れ
て
ゆ
く
遠
因

と
な
っ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。

注一	
	

拙
稿「「
有
翼
の
天
女
図
」九
考
─
狩
野
芳
崖
の
天
人
図
画
稿
再
論
─
」『
岡
山
大
学
大
学
院
社

会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』第
五
六
号
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
。

二	
	

拙
稿
「「
有
翼
の
天
女
図
」
考
─
本
多
錦
吉
郎
《
羽
衣
天
女
》（
明
治
二
三
年
）
を
中
心
に

─
」、
岡
山
大
学
文
学
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
４
『
語
り
出
す
図
像
─
視
覚
資
料
の
可
能
性
』

二
〇
〇
五
年
三
月
、
五
七
～
八
八
頁
。

三	
	『

東
洋
学
芸
雑
誌
』明
治
十
五
年
五
月
。

四	
	

岡
倉
天
心「『
書
ハ
美
術
ナ
ラ
ズ
』ヲ
読
ム
」『
東
洋
学
芸
雑
誌
』明
治
十
五
年
八
～
十
二
月
。

五	
	

明
治
二
十
年
十
月
四
日
の
勅
令
第
五
十
一
号
に
よ
り
設
置
公
布
、
翌
日
の
文
部
省
告
示
第
九

号
で
図
画
取
調
掛
か
ら
の
改
称
告
示
。

六	
	

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
告
示
第
二
号
、『
官
報
』
第
千
五
百
五
拾
号
、
明
治
二
十
一

年
八
月
二
十
八
日
、
二
八
九
頁
。

七	
	『

龍
池
会
報
告
』第
三
十
一
号
、
明
治
二
十
年
十
二
月
二
十
日
、
二
九
～
四
四
頁
。

八	
	『

明
治
美
術
会
第
一
回
報
告
』明
治
二
十
二
年
十
一
月
、
一
～
九
頁
。

九	
	『
明
治
美
術
会
第
四
回
報
告
』明
治
二
十
二
年
、
三
頁
。

一
〇		『
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
』
展
図
録
、
静
岡
県
立
美
術
館
・
府
中
市
美
術
館
・
長
野
県
信
濃

美
術
館
・
岡
山
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
四
年
、
出
品
番
号
三
八
。

一
一		La	nuit,	1883,	oil	on	canvas,	208.2	x	107.3	cm

,	H
illw

ood	M
useum

,	W
ashington	

D
.C.,	bequest	of	M

arjorie	M
erriw

eather	Post,	1973.

一
二		

残
る
三
点
は
、《
曙
》（L,	aurore,	1881,	215	x	107	cm

,	Birm
ingham

	M
useum

	of	A
rt,	

A
labam

a,	U
.S.A

.

）、《
黄
昏
》（Le	crepuscule,	1882,	207.5	x	108	cm

,	N
ational	M

useum
	

of	A
rt,	H

avana

）、《
昼
》（Le	jour,	1884,	208.3	x109,2cm

,	private	collection

）で
あ
る
。

一
三		

記
銘
は
紙
葉
下
部
に“W

.	Bouguereau	pinx./Gery-Richard	sc./LA
	N

U
IT

.

”

一
四		

記
銘
は
紙
葉
上
部
右
に“Boussod	V

aladon	et	cie.	Im
prim

é	et	publié	le	1er	octobre	
1887	par	Boussod	et	V

aladon	et	cie	éditeurs	successeurs	de	Goupil	et	cie	
Paris-Londres-La	H

aye

”,	

下
部
に	“peint	par	W

.	Bouguereau/	gravé	par	D
idier/	

La	N
uit.

”

一
五		

フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
素
描
と《
羽
衣
天
女
》の
関
連
づ
け
は
、『
描
か
れ
た
歴
史
』展
図
録（
兵

庫
県
立
近
代
美
術
館
・
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
三
年
）
が
こ
れ
ら
の
図
版
を
見

開
き
に
並
べ
て
掲
載
し
た
こ
と
が
出
発
点
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
荒
屋
敷
透
が
こ
の

素
描
を《
羽
衣
天
女
》の
直
接
的
な
着
想
源
と
し
て
お
り（
高
階
秀
爾
監
修『
絵
画
の
明
治
―
近

代
国
家
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
）、
こ
の
見
解
が
『
森
鴎
外
と

美
術
』
展
図
録
（
島
根
県
立
石
見
美
術
館
・
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
・
静
岡
県
立
美
術
館
、

二
〇
〇
六
年
）や『
神
話
～
日
本
美
術
の
想
像
力
～
』展
図
録（
奈
良
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
九

年
）な
ど
に
も
無
批
判
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
既
に
若
桑
み
ど
り（『
皇
后
の
肖
像
』

筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
四
〇
六
～
四
〇
七
頁
）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
の
類

似
は
腕
輪
を
着
け
た
右
前
腕
の
形
に
留
ま
り
、
二
つ
の
女
人
像
は
図
様
と
し
て
の
輪
郭
も
人

体
と
し
て
の
姿
勢
も
別
物
で
あ
る
。
な
お
、
若
桑
は
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
素
描
が
「
神
女
図
」

と
称
さ
れ
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
、「
杯
を
も
っ
て
片
手
に
ブ
ド
ウ
の
房
を
も
つ
図
像
は
、

伝
統
的
に
は
バ
ッ
カ
ス
以
外
の
何
物
で
も
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
女
人
像
で
あ
る
以
上
男

神
バ
ッ
カ
ス
で
は
あ
り
得
ず
、
そ
の
眷
属
で
あ
る
バ
ッ
ケ
ー（
マ
イ
ナ
ス
）と
見
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、「
神
の
眷
属
た
る
女
人
」の
意
で「
神
女
」の
語
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
こ

の
素
描
を「
神
女
図
」と
称
す
る
こ
と
が
殊
更
に
妥
当
性
を
欠
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

一
六		

大
英
博
物
館
所
蔵
の
刷
り
（1887,0210.8

）
に
は	'London	Published	O

ctober	1st	1886	
by	Boussod,	V

aladon	&
	Co	successors	to	Goupil	&

	Co	116	&
	117	N

ew
	Bond	
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street W
 and 9 rue Chaptal Paris'

の
記
銘
が
あ
る
。

一
七  1802
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
刊
行
さ
れ
た
ホ
プ
フ
ァ
ー
の
復
刻
集
（Opera Hopferiana, 

C.W
. Silberberg, Frankfurt am

 M
ain, 1802

）に
は
反
転
画
像
の
形
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。

一
八  

饗
庭
篁
村
の
「
勧
業
博
覧
会
素
人
評
（
十
二
）」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
二
十
三
年
四
月

二
十
三
日
）
は
「
何
だ
か
強
さ
う
に
出
来
た
り
」
と
無
邪
気
な
感
想
を
述
べ
る
が
、
外
山
正
一

が
明
治
美
術
会
で
行
っ
た
講
演「
日
本
絵
画
の
未
来
」は
こ
の
作
品
を「「
ラ
オ
コ
ア
ン
」の
焼

直
し
」と
呼
ん
で
い
る（『
東
京
朝
日
新
聞
』明
治
二
十
三
年
四
月
三
十
日
）。

一
九  

八
黙
居
士「
勧
業
博
覧
会
摘
評
」『
毎
日
新
聞
』明
治
二
十
三
年
四
月
十
七
日
。

二
〇  

前
田
香
雪「
美
術
館
縦
覧
漫
評（
第
三
）」『
朝
野
新
聞
』明
治
二
十
三
年
四
月
十
九
日
。

二
一  

森
鴎
外「
又
又
饒
舌
」『
國
民
新
聞
』明
治
二
十
三
年
五
月
八
日
。

二
二  

饗
庭
篁
村「
勧
業
博
覧
会
素
人
評（
十
二
）」『
東
京
朝
日
新
聞
』明
治
二
十
三
年
四
月
二
十
三
日
。

二
三  

菟
道
仙
「
博
覧
会
俗
面
記
（
其
六
）」『
読
売
新
聞
』
明
治
二
十
三
年
五
月
十
二
日
。
な
お
記
事

標
題
の（
其
六
）は
誤
植
で
あ
り
、
実
際
に
は
連
載
第
七
回
で
あ
る
。

二
四  

た
だ
し
、
明
治
後
期
以
後
に
生
ま
れ
た
世
代
の
一
部
に
と
っ
て
は
、「
天
使
」
よ
り
も
む
し
ろ

「
エ
ン
ゼ
ル
」
の
方
が
馴
染
み
深
い
語
と
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
改
め
て

問
題
に
し
た
い
。

二
五  

勝
川
春
亭
画
、
曲
亭
馬
琴「
天
狗
」『
烹に

ま
ぜ雑

の
記
』前
集
中
巻
第
九
、
文
化
八
年(

一
八
一
一)

刊
。

二
六  

詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
「「
有
翼
の
妖
物
」
と
し
て
の
「
天
狗
」
観
の
形
成
─
「
鵄
と
し
て
の
天

狗
」と
護
摩
修
法
」で
論
ず
る
。

二
七  

森
正
人
「
天
狗
と
仏
法
」『
今
昔
物
語
集
の
生
成
』
和
泉
書
院
、
一
九
八
六
年
、
二
一
三
～

二
二
七
頁
。

二
八  『
太
平
記
』巻
第
二
十
七「
三

　
雲
景
未
来
記
事
」な
ど
。

二
九  『
太
平
記
』
巻
第
二
十
九
「
二

　
将
軍
上
落
の
事
附
阿
保
秋
山
河
原
軍
の
事
」、
能
楽
『
鞍
馬
天

狗
』な
ど
。

三
〇  

佚
斎
樗
山『
天
狗
芸
術
論
』享
保
十
二
年（
一
七
二
七
）刊
な
ど
。

三
一  

米
井
力
也『
キ
リ
シ
タ
ン
の
文
学
─
殉
教
を
う
な
が
す
声
』平
凡
社
、
一
九
九
八
年
、
第
二
章

「
天
狗
の
跳
梁
」。

三
二  

例
え
ば
、
寛
政
八
年（
一
七
九
六
）成
立
の『
ハ
ル
マ
和
解
』は“cherubim

”を「
天
狗
の
類
」

と
し
て
お
り
、
文
化
七
年（
一
八
一
〇
）刊
の『
蘭
語
訳
撰
』は「
天
狗
」の
訳
語
に“engel

”を

充
て
て
い
る
。
廣
田
龍
平
「
天
狗
は
悪
魔
か
天
使
か
、
は
た
ま
た
妖
精
か
─
日
欧
翻
訳
実
践

に
お
け
る
意
味
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
」
異
類
の
会
研
究
報
告
レ
ジ
ュ
メ
、
二
〇
一
七
年
七
月

十
五
日
。

三
三  

松
浦
静
山
「
天
狗
を
グ
ヒ
ン
と
云
説
並
天
狗
両
極
あ
る
説
」『
甲
子
夜
話
三
編
』
巻
之
七
十

〔
一
二
〕。

三
四  

大
江
匡
房
撰『
続
本
朝
往
生
伝
』六「
僧
正
遍
照
」な
ど
。

三
五  『
今
昔
物
語
集
』巻
二
十「
震
旦
天
狗
智
羅
永
寿
渡
此
朝
語 

第
二
」な
ど
。

三
六  

桃
栗
山
人
柿
発
斎（
立
川
焉
馬
）作
、
歌
川
豊
国（
初
代
）画『
天
狗
礫
鼻
江
戸
子
』寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）刊
、
曲
亭
馬
琴
作
、
北
尾
政
美（
鍬
形
蕙
斎
）画『
荒
山
水
天
狗
鼻
祖
』寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）刊
な
ど
。

三
七  

拙
稿「「
有
翼
の
天
女
図
」五
考
─
絵
双
紙
の
中
の「
天
津
乙
女
」と「
羽
衣
」」『
岡
山
大
学
文
学

部
紀
要
』第
七
十
四
号
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
、
一
四
六
～
一
六
六（
一
～
二
一
）頁
。

三
八  

宮
崎
道
生
校
注『
新
訂

　
西
洋
紀
聞
』東
洋
文
庫
一
一
三
、
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
、
八
四
頁
。

三
九  K

akuzo O
kakura, The Ideals of the East, w

ith Special Reference to the A
rt of 

Japan, E.P.D
utton &

 Co., N
ew

 Y
ork, 1904, p.148.

四
〇  

高
階
絵
理
加『
異
界
の
海
─
芳
翠
・
清
輝
・
天
心
に
お
け
る
西
洋
』三
好
企
画
、
二
〇
〇
〇
年
、

一
一
〇
～
一
一
三
頁
。

四
一  

そ
の
直
接
的
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）に
竹
内
栖
鳳
に
委
嘱
さ

れ
た
東
本
願
寺
大
師
堂
門
天
井
画
の
飛
天
群
像
で
あ
り
、
東
京
か
ら
裸
婦
モ
デ
ル
を
招
聘
し

て
制
作
に
当
た
っ
た
こ
と
が
新
聞
雑
誌
で
大
い
に
話
題
と
な
っ
た
が
、
こ
の
作
品
自
体
は
諸

般
の
事
情
か
ら
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
天
井
画
と
こ
れ
に
続
く
大
正
期
の
飛
天
の
流

行
に
つ
い
て
は
、
別
項
で
改
め
て
検
討
す
る
。

四
二  

中
村
義
一
『
日
本
近
代
美
術
論
争
史
』
求
龍
堂
、
一
九
八
一
年
、
五
九
～
六
五
頁
。
勅
使
河

原
純
『
裸
体
画
の
黎
明
―
黒
田
清
輝
と
明
治
の
ヌ
ー
ド
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
六
年
、

九
四
～
九
六
頁
。
宮
下
規
矩
郎『
刺
青
と
ヌ
ー
ド
の
美
術
史

　
江
戸
か
ら
近
代
へ
』NH

K

ブ
ッ

ク
ス
一
一
〇
九
、二
〇
〇
八
年
、
九
八
～
一
〇
一
頁
。
木
下
直
之
『
股
間
若
衆
─
男
の
裸
は
芸

術
か
』新
潮
社
、
二
〇
一
二
年
、
七
五
～
七
六
頁
。
中
川
智
寛「
明
治
期
裸
体
画
論
争
と
文
学

と
の
近
接
性
─
山
田
美
妙
、
渡
辺
省
亭
、
尾
崎
紅
葉
、
黒
田
清
輝
そ
の
他
」『
福
井
大
学
教
育
・

人
文
社
会
系
部
門
紀
要
』二
期
一
巻
一
一
号
、
二
〇
一
八
年
一
月
。

四
三  

刺
笑
生「
書
中
の
裸
胡
蝶
」『
読
売
新
聞
』「
寄
書
」明
治
二
十
二
年
一
月
十
一
日
。

四
四  

鴎
外
漁
史（
森
鴎
外
）「
裸
で
行
け
や
」『
読
売
新
聞
』「
寄
書
」一
月
十
二
日
、
山
田
美
妙「
国
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民
之
友
三
拾
七
号
附
録
の
挿
画
に
就
い
て
」『
国
民
之
友
』
第
三
十
八
号
、
一
月
十
二
日
、
生

臭
坊
主「
裸
胡
蝶
に
付
て
美
妙
殿
に
御
注
文
」『
読
売
新
聞
』「
寄
書
」一
月
十
五
日
、
三
木
竹

二「
精
神
の
裸
に
ハ
困
る
」同
、
月
の
や
三
五「
裸
胡
蝶
に
付
て
」同
一
月
十
七
日
、
巌
々
法
史

「
ド
ク
ト
ル
柳
下
恵
へ
」同
、
冷
笑
居
士「
胡
蝶
の
無
用
心
」同
、
学
海
居
士（
依
田
学
海
）「
国

民
之
友
二
小
説
評
」『
国
民
之
友
』
第
三
十
九
号
、
一
月
二
十
二
日
、「
枝
太
郎
裸
胡
蝶
を
実

行
す
」『
読
売
新
聞
』一
月
二
十
五
日
、
漣
山
人（
巌
谷
小
波
）「
徳
冨
猪
一
郎
君
と
美
妙
齋
主

人
と
ソ
シ
テ
省
亭
先
生
と
に
三
言
を
呈
す
」『
日
本
人
』
二
月
、
山
田
美
妙
「
胡
蝶
及
び
胡
蝶

の
図
に
就
き
学
海
先
生
と
漣
山
人
と
の
評
」『
国
民
之
友
』
第
四
十
号
、
二
月
二
日
、
何
だ
樓

主
人「
第
二
裸
胡
蝶
」『
読
売
新
聞
』「
寄
書
」二
月
十
七
日
。

四
五		

落
花
漂
絮「
新
著
百
種
第
五
号
風
流
仏
批
評
」『
読
売
新
聞
』明
治
二
十
二
年
十
月
十
七
日
。

四
六		

同
記
事
に
対
す
る
竹
の
舎
主
人
名
義
の
付
記
。

四
七		

紅
葉
山
人「
裸
美
人
」上
下『
読
売
新
聞
』明
治
二
十
二
年
十
一
月
二
二
日
お
よ
び
二
三
日
。

四
八		「
裸
の
新
僻
」『
読
売
新
聞
』明
治
二
十
二
年
九
月
二
十
六
日
。

四
九		

十
一
月
十
五
日
に
布
告
さ
れ
た
内
務
省
告
示
第
三
十
九
號（『
官
報
』第
一
千
九
百
十
六
號
）が

十
一
の
発
行
人
に
よ
る
十
四
枚
に
発
売
頒
布
を
禁
じ
て
い
る
ほ
か
、
翌
十
六
日
の
内
務
省
告

示
第
四
十
號（『
官
報
』第
一
千
九
百
十
七
號
）が
一
枚
を
追
加
し
て
い
る
。

五
〇		『
読
売
新
聞
』明
治
二
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
。

五
一		

先
の
鳶
云
々
に
続
け
て
、「
足
を
見
る
に
空
気
を
踏
み
て
そ
の
空
気
の
頗
る
堅
き
か
と
思
は

る
る
は
い
か
に
。
母
趾
の
殊
更
に
開
き
た
る
よ
り
推
せ
ば
、
天
女
も
鞋
は
き
し
こ
と
あ
り
し

か
。
天
女
の
翻
る
さ
ま
は
、
余
等
も
見
し
こ
と
な
け
れ
ど
、
世
の
飛
禽
の
足
は
開
き
た
る
を

見
し
こ
と
な
し
」と
あ
る
。

五
二		

若
桑
み
ど
り
『
皇
后
の
肖
像
―
昭
憲
皇
太
后
の
表
象
と
女
性
の
国
民
化
』
筑
摩
書
房
、

二
〇
〇
一
年
、
四
〇
五
～
四
一
六
頁
。

五
三		

丹
尾
安
典「
油
彩
の
仏
画
─《
騎
龍
観
音
》」丹
尾
安
典
責
任
編
集『
日
本
の
近
代
美
術
１

　油

彩
の
開
拓
者
』大
月
書
店
、
一
九
九
三
年
、
八
一
～
九
〇
頁
。

五
四		

草
野
心
平『
村
山
槐
多
』日
動
出
版
部
、
一
九
七
六
年
、
五
九
頁
。

五
五		

岡
倉
天
心『
日
本
美
術
史
』平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
一
年
、
八
一
頁
。

五
六		

岡
部
宗
久
編
輯
、
鼎
栄
館
刊
。
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図
④

　
フ
ォ
ン
タ
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ー
ジ
《
神
女
図
》

図
②

　
本
多
錦
吉
郎
《
天
女
》

図
⑤

　
ブ
ー
グ
ロ
ー
《
曙
》

図
③

　
ブ
ー
グ
ロ
ー
《
夜
》

図
⑥

　
ホ
プ
フ
ァ
ー
《
快
楽
》
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図
⑦

　
曲
亭
馬
琴
『
烹
雑
の
記
』
十
五
丁
裏
〜
十
六
丁
表

図
⑧

　
周
延
『
富
嶽
集
』「
三
保
関
羽
衣
故
事
」

図
⑩

　
三
代
豊
国
『
双
筆
五
十
三
次
』「
江
尻
」

図
⑨

　
山
本
芳
翠
《
浦
島
図
》
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図
⑪

　
渡
辺
省
亭
『
蝴
蝶
』
口
絵

図
⑭

　
地
林
信
広
《
浴
後
納
涼
》

図
⑫

　

『
美
術
園
』
創
刊
号
口
絵

　
　
　

「
ア
フ
ロ
シ
ー
テ
」

図
⑮

　
原
田
直
次
郎
《
騎
龍
観
音
》

図
⑬

　
平
福
百
穂
『
風
流
仏
』
口
絵

図
⑯

　
本
多
錦
吉
郎
《
観
梅
図

　
　
　

（
藤
原
俊
成
女
観
梅
ノ
図
）》
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図
⑰

　
竹
内
久
一
《
伎
芸
天
》


